
毎
月

１
日

発
行

　
編

集
･

発
行

／
栄

町
企

画
財

政
課

毎
月

１
日

発
行

　
編

集
･

発
行

／
栄

町
企

画
財

政
課

〒
2
7
0
-1

5
9
2

　
千

葉
県

印
旛

郡
栄

町
安

食
台

１
丁

目
２

番
　

〒
2
7
0
-1

5
9
2

　
千

葉
県

印
旛

郡
栄

町
安

食
台

１
丁

目
２

番
　

                       T
E

L 0
4
7

6
-9

5
-1

1
1
1

（
代

）
                       T

E
L 0

4
7

6
-9

5
-1

1
1
1

（
代

）

令
和
6
年
度
栄
町
二
十
歳
の
集
い

令
和
6
年
度
栄
町
二
十
歳
の
集
い

　
喜
び
と
感
謝
を
胸
に
新
た
な
門
出

　
喜
び
と
感
謝
を
胸
に
新
た
な
門
出

　
１
月
12
日
に
栄
町
二
十
歳
の
集
い
が
行
わ
れ
、

　
１
月
12
日
に
栄
町
二
十
歳
の
集
い
が
行
わ
れ
、

華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
152

名
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
152

名
が
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

が
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
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2令和７年２月 ø 日

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
休
館
の
お
知
ら
せ

｢｢

町
制
施
行

町
制
施
行
7070
周
年
～

周
年
～

更
な
る
飛
躍
の
年
に
～

更
な
る
飛
躍
の
年
に
～｣｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
栄
町
長
　
橋
本
　
浩

　
　
栄
町
長
　
橋
本
　
浩

2025リバーサイドさかえ
ドラムマラソン開催！！

　

２
月
16
日
㈰
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
さ
か
え
ド
ラ
ム
マ
ラ

ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

　

今
回
は
全
国
各
地
か
ら
約
２
，
８
０
０
名
の
参
加
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ま
に
温
か

い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
当
日
は
左
記
の
と
お
り
交
通
規
制
を
行

う
た
め
交
通
渋
滞
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
誘
導
員

の
指
示
に
従
い
通
行
ま
た
は
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

問
合
せ　

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
さ
か
え
ド
ラ
ム
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　
（
生
涯
学
習
課　

☎
95-

１
１
１
２
）

栄町町制施行70周年記念プレイベント事業栄町町制施行70周年記念プレイベント事業

開催日時：２２ 1616㈰㈰
開会式　: ８時 15 分から

　

２
月
16
日
㈰
は
次
の
施
設
を
含
め
、
休
館
と
な
り
ま

す
。
ご
利
用
の
お
客
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

休
館
す
る
施
設

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
全
館
（
図
書
室
を
含
む
）、

　

住
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ね
む
の
木
レ
ス
ト
ラ
ン
、

　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

※
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
窓
口
で
の
施
設
の
予
約
受

　

付
、
使
用
料
の
支
払
い
、
体
育
館
の
鍵
の
貸
出
・
返

　

却
、
図
書
の
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
95-

１
１
１
２

※このマラソン大会はスポーツ振興くじの助成金を受けて実施しております。

スタート : ８時 45 分から
※雨天決行

ήετϥϯφʔ

柏原　竜二さん
富士通株式会社
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クラブ名 場　所 定　員

安食児童クラブ 安食駅前山本ビル２階 50 名

竜角寺台児童クラブ 竜角寺台小学校内 30 名

安食台児童クラブ 安食台小学校内 60 名

布鎌児童クラブ 布鎌小学校内 30 名

令
和
７
年
度　

児
童
ク
ラ
ブ
加
入
申
込
み
は

令
和
７
年
度　

児
童
ク
ラ
ブ
加
入
申
込
み
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
2020
日
㈭
ま
で

日
㈭
ま
で

対　

象　

　

町
内
の
小
学
校
に
通
い
（
新

１
年
生
含
む
）
保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
、
保
育
を
必
要
と

す
る
児
童

加
入
者
負
担
金

　

月
７
，
０
０
０
円

①
所
得
な
ど
に
よ
り
負
担
金
が

　

変
更
と
な
り
ま
す
。

②
夏
季
に
つ
い
て
は
別
途
費
用

　

が
か
か
り
ま
す
。

③
延
長
時
間
帯
の
利
用
に
は
別

　

途
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

　
（
左
記
表
参
照
）

開
設
場
所　

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
安
食

児
童
ク
ラ
ブ
は
安
食
駅
前
の
山

本
ビ
ル
２
階
へ
移
転
し
て
実
施

し
ま
す
。

※
安
食
児
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
保

　

育
は
、
安
食
台
児
童
ク
ラ
ブ

　

で
の
合
同
保
育
と
な
り
ま
す
。

現
在
児
童
ク
ラ
ブ
を

　
　
　
　
　

ご
利
用
中
の
方
へ

　

現
在
、
ご
利
用
中
の
方
は
、

加
入
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
込
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

必
要
書
類

　

申
込
書
、
就
労
証
明
書
、
シ

フ
ト
表
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

な
ど

※
申
込
書
・
就
労
証
明
書
は
福

　

祉
・
子
ど
も
課
、
こ
ど
も
家

　

庭
セ
ン
タ
ー
、
各
児
童
ク
ラ

　

ブ
で
配
布
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

開設場所

開設日　日曜、祝日、お盆、年末年始を除く日

延長時間 加入者負担金
（月額）

早朝：７時から８時まで
　　　　　　（土曜日・休校日） 500 円

夜間：18 時 30 分から 19 時まで 500 円

延長料金

※休校日（春、夏、冬休みなど）

▲町 HP

児
童
手
当
の
支
給
日
は

児
童
手
当
の
支
給
日
は

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

２２
月月
1010
日
㈪
日
㈪

　

12
月
か
ら
１
月
ま
で
の
２
か

月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
の
支
給
日
は
、　

　

勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
支
給
金
額
】

年　齢 第１子・２子 第３子以降

３歳未満 15,000 円

30,000 円

３歳～高校生年代 10,000 円

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

条
件
付
き
で
期
限
延
長
へ

条
件
付
き
で
期
限
延
長
へ

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種

大
学
生
な
ど
に
通
学
定
期

大
学
生
な
ど
に
通
学
定
期

代
購
入
費
の
一
部
を
補
助

代
購
入
費
の
一
部
を
補
助

【
認
定
請
求
】

　

お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
た
方

や
、
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
、
公
務
員
を
退
職
さ
れ
た
方

は
、
忘
れ
ず
に
認
定
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

受
給
者
や
大
学
生
年
代
以
下

の
お
子
様
の
状
況
に
変
更
が
生

じ
た
際
は
、
変
更
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
制
度
改
正
に
伴
う
申
請
】

　

制
度
改
正
開
始
の
令
和
６
年

10
月
分
か
ら
の
遡
り
支
給
は
、

令
和
７
年
３
月
末
ま
で
申
請
が

可
能
で
す
。
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
が
必
要
な
方

〇
所
得
制
限
が
廃
止
と
な
っ
た

　

た
め
、
高
校
生
年
代
以
下
の

　

お
子
さ
ま
を
養
育
し
て
い
て
、

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

　

い
方

〇
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

　

て
い
て
、
大
学
生
年
代
の
兄

　

姉
を
養
育
し
て
い
る
方

　
（
大
学
生
年
代
は
、
支
給
対

　

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
加

　

算
対
象
児
と
し
て
数
え
ま
す
）

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　
　☎
33-

７
７
０
７
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

条
件
付
き
で
期
限
延
長
へ

条
件
付
き
で
期
限
延
長
へ

平
成
９
年
度
生
ま
れ
か
ら
平
成

20
年
度
生
ま
れ
の
女
性
の
方
へ

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
は
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
）
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン

で
す
。

　

接
種
の
機
会
を
逃
し
た
平
成

９
年
度
生
ま
れ
か
ら
平
成
19
年

度
生
ま
れ
の
女
性
の
方
を
対
象

に
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
条
件
付

き
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
初
回
接
種
を
令

和
６
年
度
中
に
行
う
こ
と
を
条

件
に
、
令
和
７
年
度
ま
で
無
料

で
接
種
で
き
る
期
限
を
延
長
し

ま
す
。
定
期
接
種
対
象
者
で
あ

る
平
成
20
年
度
生
ま
れ
（
高
校

１
年
生
相
当
）
の
方
も
同
様
で

す
。

　

令
和
６
年
度
中
に
初
回
接
種

を
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
予
診
票

は
、
対
象
の
方
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。
予
診
票
の
再
発
行
や
、

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
な
ど
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　
　

　

☎
37-

７
１
８
５

　

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
麻
し
ん

（
は
し
か
）
と
風
し
ん
（
三
日

ば
し
か
）
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
１
期
と
２
期
に
各
１
回
ず

つ
あ
わ
せ
て
２
回
の
接
種
が
必

要
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

対　

象　

　

小
学
校
に
入
学
す
る
前
年
度

の
お
子
さ
ま

（
平
成
30
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お

子
さ
ま
）

期　

間　

　

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

費　

用　

無
料

※
予
診
票
は
、
対
象
の
方
に
郵

　

送
し
て
い
ま
す
。
予
診
票
の

　

再
発
行
や
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ

　

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

　

は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
37-

７
１
８
５

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種

大
学
生
な
ど
に
通
学
定
期

大
学
生
な
ど
に
通
学
定
期

代
購
入
費
の
一
部
を
補
助

代
購
入
費
の
一
部
を
補
助

　

助
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
率

　

通
学
定
期
運
賃
の
20
％
（
年
度

内
の
上
限
額
６
０
，
０
０
０
円
）

※
１
０
０
円
未
満
は
切
捨
て

申
請
者

　

学
生
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者

申
請
書
類

①
申
請
書
兼
請
求
書

②
在
学
証
明
書

　
（
発
行
か
ら
３
か
月
以
内
）

③
対
象
期
間
す
べ
て
の
通
学
定

期
券
の
写
し
な
ど

④
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
情

　

報
の
わ
か
る
も
の
の
写
し

※
定
期
を
上
書
き
す
る
前
に
撮

影
ま
た
は
コ
ピ
ー
を
残
し
ま

し
ょ
う
。

申
請
期
間

　

３
月
３
日
㈪
か
ら

　
　

３
月
31
日
㈪
ま
で

※
申
請
書
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
◀

申
込
み
・
問
合
せ　

　

企
画
財
政
課

　

定
住
移
住
推
進
班

　
☎
33-

７
７
７
３

　

町
内
か
ら
通
う
大
学
生
な
ど

を
対
象
に
、
通
学
定
期
代
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

　
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
）

①
学
校
教
育
法
な
ど
に
定
め
る

大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
、
高
等
専
門
学
校
お
よ
び

各
種
教
育
施
設
に
在
籍
す

る
18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の

方
（
当
該
年
度
の
４
月
１
日

現
在
）

②
栄
町
に
住
民
登
録
さ
れ
居
住

し
て
い
る
方

③
世
帯
員
全
員
が
町
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

④
正
規
の
修
業
年
限
の
期
間
内

に
大
学
な
ど
に
通
学
す
る
方

⑤
通
学
定
期
に
係
る
他
の
補
助

制
度
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方

対
象
交
通
機
関

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関

対
象
期
間

　

使
用
期
間
が
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
の
定
期
券

※
使
用
期
限
が
令
和
７
年
４
月

　

１
日
以
降
の
も
の
は
、
３
月

　

31
日
ま
で
の
日
割
り
分
が
補

令
和
６
年
度
申
請
は
、

令
和
６
年
度
申
請
は
、

　

３
月
３
日
㈪
か
ら　

　

３
月
３
日
㈪
か
ら　

　
　

３
月

　
　

３
月
3131
日
㈪
ま
で

日
㈪
ま
で
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印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
入
札
参
加
資
格

組
合
入
札
参
加
資
格

　
　
　
　
　
　

審
査
申
請

　
　
　
　
　
　

審
査
申
請

　

令
和
７
・
８
年
度
に
印
西
地

区
環
境
整
備
事
業
組
合
が
発
注

す
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
付
期
間　

　

２
月
14
日
㈮
か
ら
28
日
㈮

郵
送
ま
た
は
持
参　

　

※
持
参
の
場
合
、
土
・
日
お

　
　

よ
び
祝
日
は
除
く

登
録
期
間　

　

６
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
９
年
５
月
31
日

業　

種　

　

建
設
工
事
・
委
託
・
物
品

詳
細
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

　

☎
46-

２
７
３
１

　

令
和
６
年
12
月
27
日
午
前
７

時
57
分
ご
ろ
、
印
西
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
粗
大
・
不
燃
ご
み

を
処
理
す
る
箇
所
で
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご

み
・
有
害
ご
み
・
資
源
物
の
収

集
は
通
常
ど
お
り
行
っ
て
い
ま

す
が
、
施
設
の
焼
損
に
よ
り
、

粗
大
ご
み
の
処
理
機
能
が
停
止

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、「
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
」「
粗

大
ご
み
の
収
集
受
付
」
を
停
止

し
て
い
ま
す
。

　

直
接
搬
入
、
収
集
受
付
が
再

開
し
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
や
情
報
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

【
発
火
す
る
危
険
性
の
あ
る

　
　

ご
み
の
捨
て
方
に
注
意
】

　

全
国
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
子

タ
バ
コ
な
ど
の
充
電
し
て
使
う

電
気
製
品
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
発
火
す
る
危
険

性
の
あ
る
ご
み
に
よ
る
火
災
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く

分
別
し
、
適
切
な
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

経
済
環
境
課
環
境
対
策
室

　

☎
33-

７
７
１
３

　

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

　

☎
46-

２
７
３
２

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
火
災
に
伴
う
ゴ
ミ
処
理

の
火
災
に
伴
う
ゴ
ミ
処
理

　
　
　
　

状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　

状
況
に
つ
い
て

▲ＨＰ

こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
に
対
す
る
意
見
お
よ
び

こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
に
対
す
る
意
見
お
よ
び

こ
ど
も
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
を
募
集

こ
ど
も
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
を
募
集

●
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言

　

町
で
は
、「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
を
実
現
す
べ
く
、「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
」
の
実
施

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

宣
言
文
（
案
）
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

●
こ
ど
も
計
画　

　

町
で
は
、「
こ
ど
も
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
計

画
の
素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　　

な
お
、
ご
意
見
の
提
出
は
、

備
え
付
け
の
用
紙
に
記
入
し
、

直
接
担
当
課
へ
持
参
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
対
し

　

て
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、

　

意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す

　

る
町
の
意
見
に
つ
い
て
、
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

対
象
者　

　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

閲
覧
場
所

・
福
祉
・
子
ど
も
課
窓
口

・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

図
書
室

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
間　

　

２
月
３
日
㈪
か
ら

　
　
　

17
日
㈪
ま
で

意
見
提
出
先
・
問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

　


80-

１
３
５
８

　
　

fu
ku

sh
i@

to
w

n
.sakae.

　
　

ch
ib

a.jp

　
　

　
　

▲こどもまんなか宣言・
　こども計画 HP

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）」
と
は
、
先
発
医

薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ

た
後
に
製
造
・
販
売
さ
れ
る
、

「
先
発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成

分
を
同
量
含
ん
で
お
り
、
先
発

医
薬
品
と
同
等
の
効
き
目
が
あ

る
」
と
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
薬
の

値
段
が
５
割
程
度
、
中
に
は
そ

れ
以
上
安
く
な
る
も
の
も
あ
る

た
め
、
１
人
ひ
と
り
の
自
己
負

担
や
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

な
お
、
栄
町
で
は
、
処
方
せ

ん
に
よ
り
調
剤
薬
局
で
、「
先

発
医
薬
品
」
の
支
払
い
を
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
ご
加
入
者
を

対
象
に
、
６
月
と
９
月
、
12
月

に
お
知
ら
せ
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
処
方
さ

れ
た
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
あ
る
こ
と
、
切
り
替
え
に

よ
り
医
療
費
が
節
約
で
き
る
こ

と
を
ご
案
内
す
る
も
の
で
す
。

　

特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
33-

７
７
０
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

▲施設の火災状況
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町
長
懇
談
室

町
長
懇
談
室

対　

象　

　

５
人
以
下
の
町
内
の
団
体
な
ど

（
町
内
在
住
者
）

申
込
み

　

先
着
３
組

　

２
月
７
日
㈮
ま
で
に
申
込
書

を
提
出
。

日　

時

　

２
月
21
日
㈮

　

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
（
１
組
30
分
以
内
）

会　

場　

　

役
場
３
階
第
２
会
議
室

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
室

　

☎
33-

７
７
７
３

▲町ホームページ

千
葉
県
知
事
選
挙　

３
月

千
葉
県
知
事
選
挙　

３
月
1616
日
㈰　
日
㈰　

投
票
時
間
７
時
か
ら

投
票
時
間
７
時
か
ら
2020
時時

投
票
で
き
る
方

　

満
18
歳
以
上
（
平
成
19
年
３
月

17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、

引
き
続
き
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

投
票
所
入
場
整
理
券
の
郵
送

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
世
帯

ご
と
に
封
書
形
式
で
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　

１
枚
の
封
書
内
に
同
一
世
帯
で

最
大
６
人
分
ま
で
の
入
場
整
理
券

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
の
際
に
は
、
ご
自
身
の
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
入
場
整
理

券
を
切
り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
を
紛
失
し

た
場
合
や
、
郵
便
事
情
な
ど
で
届

か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
栄
町
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

の
係
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

町
内
で
住
所
を
移
し
た
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
票

　

２
月
６
日
以
降
に
町
内
で
転
居

さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
方
は

　
　
　
　
　
　

期
日
前
投
票
を

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
に
は
「
宣
誓

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

入
場
整
理
券
の
裏
面
の
「
宣

誓
書
」
を
事
前
に
記
入
の
上
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

期　

間　

２
月
28
日
㈮
か
ら

　
　
　
　

３
月
15
日
㈯

時　

間　

８
時
30
分
か
ら
20
時

場　

所　

役
場
２
階
第
１
会
議
室

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

に
入
院
（
入
所
）
中
の
方
は
、

施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
な
ど
で
町
外
に

滞
在
中
の
方
は
、
滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
一
定
要

件
に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
区
分
が
要
介

護
５
の
方
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
請
し
、
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
内
の
他
市
町
村
か
ら

　

転
入
し
て
き
た
方
の
投
票

　

令
和
６
年
11
月
27
日
以
降
に

千
葉
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら

栄
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
原

則
前
住
所
地
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
県
内
い
ず
れ
か

の
市
区
町
村
の
窓
口
で
、「
引

き
続
き
千
葉
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」
を
申
請

し
、
当
該
証
明
書
を
投
票
所
の

受
付
に
提
示
す
る
こ
と
で
投
票

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
前
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投

票
用
紙
を
請
求
し
、
栄
町
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

　

会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　

候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
新
聞

折
込
み
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
、
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
さ
か
え
、
安
食
台
１
・
５
・

６
丁
目
集
会
所
お
よ
び
竜
角
寺

台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
も

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

開　

票

日　

時　

３
月
16
㈰

　
　
　
　

20
時
50
分
か
ら

場　

所　

安
食
小
学
校
体
育
館

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　
　
　
　
　

１
７
，
３
６
０
人

（
12
月
１
日
現
在
・
定
時
登
録
）

問
合
せ　

栄
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

☎
95-

１
１
１
１
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令和６年分 所得税と町 ･ 県民税の申告が始まります

町・県民税の申告が必要な方

　町・県民税の申告は、下記の①から⑤に該当する方が行う申告です。国民健康保険税や各
種手当、行政サービスの負担額の基礎となるため、収入がない方でも申告が必要となる場合
があります。
◆令和７年１月 1 日現在、町内在住で次のいずれかに該当する方
　①事業（営業・農業）や不動産など所得のあった方
　②給与所得者または公的年金受給者（年金収入 400 万円以下）で、その他に合計 20 万円
　以下の所得があった方
　③給与所得者で、勤務先が町へ給与支払報告書を提出していない方（勤務先に確認してく
　ださい）
　④源泉徴収票に記載されている控除以外で、各種控除の適用を受けようとする方
　⑤収入がなく、どなたにも扶養されていない方

日　時 会　場 受付時間
２月 17 日㈪から３月 17 日㈪まで

※土日祝を除く。
　ただし、３月２日㈰は開場します。

イオンモール成田
２階「イオンホール」 ９時から 16 時まで

申告書作成会場の開設申告書作成会場の開設
【税務署の申告書作成会場】　　　　　　　　　　　問合せ　成田税務署　☎ 28-5151※音声電話

〈入場整理券〉
◆混雑回避のため、会場への入場には入場整理券が必要です（数に限りあり）。入場整理券の配布
　は 8 時 30 分から 9 時までの間は、イオンモール成田立体駐車場 3 階にて行います。お並びい
　ただいても配布状況に応じて入場整理券を取得することができない場合があります。
◆入場整理券はＬＩＮＥによる事前発行で入手することが可能です。

〈申告に必要なもの〉
①マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類
②マイナンバーカード発行時に、ご自身で設定したパスワード
③スマートフォンまたはタブレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類　

日　時 会　場 受付時間
２月３日㈪から 14 日㈮

※町・県民税の申告のみ受付
　土・日、祝日を除く。

役場２階税務課
９時から 11 時まで

13 時から 15 時 30 分まで
２月 17 日㈪から３月 17 日㈪

※土・日、祝日を除く。 役場５階大会議室

【町の申告書作成会場】　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　税務課住民税班　☎ 33-7703

◆作成済みの申告書を提出される方は、8 時 30 分から 16 時まで受け付けています。
◆申告作成の受け付けは 9 時から会場にて行います。なお、ＬＩＮＥによる事前予約をすること
　は可能ですが、電話による予約は行っていません。
◆申告作成会場では、「職員による申告書作成支援コーナー」と「e-Tax 入力指導コーナー（パソ
　コン）」を設けています。

栄町消防公式インスタグラムを開設‼
　消防職・団員の活動や訓練その他のイベントについて情報を発信しています。興味のある方は、
下記広告欄「Instagram」消防公式からフォローをお願いします。
　　　　　　
問合せ　消防総務課総務班　 95-8980

所得税の申告が必要な方

◆各種所得金額の合計が所得控除を差し引いた結果、残額のある方
◆給与所得者のうち、次のいずれかに当てはまる方
　①給与を１か所から受け、給与以外の所得の合計が 20 万円を超える方
　②給与を２か所以上から受け、年末調整されなかった給与の収入金額と各種所得金額
　（給与所得、退職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える方
　③給与収入が 2,000 万円を超える方
　④月々の給与から源泉徴収されず、所得税が課税される方

▲ LINE で
事前予約（国税庁）
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？
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ォ
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助
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一
部
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助

町の申告書作成会場で申告される方へ町の申告書作成会場で申告される方へ
〈申告に必要なもの〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
① マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類　　　　　　　　　　　
② 源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）
③ 事業（営業・農業）所得、不動産所得のある方は作成済みの収支内訳書
④ 国民健康保険税、国民年金保険料・介護保険料などの支払金額の分かるもの
⑤ 生命保険料、地震保険料などの控除証明書
⑥ 医療費控除を受ける方は、作成済みの医療費控除の明細書（領収書提出不要）
⑦ 寄附金（ふるさと納税など）の受領証
⑧ 所得税の還付を受ける方は、申告者本人名義の金融機関および口座番号が分かるもの

〈町で受けられない申告相談〉
・青色申告
・分離課税（譲渡、配当、先物取引、山林、退職所得）の申告
・住宅借入金等特別控除の初年度の申告
・事業所得、不動産所得の収支内訳書の作成	
・雑損控除、外国税額控除を含む申告
・損失を繰り越す申告
・準確定申告、過年分の申告
・消費税、贈与税、相続税の申告

今年はスマホ申告をはじめてみる♪今年はスマホ申告をはじめてみる♪

LINE で事前予約（栄町）▶
２月１日より開始

　確定申告の電子化が進んだことで、今では申告書の作成から提出まで、その全てをスマホで行う
ことができるようになりました。今年はスマホを使って確定申告に挑戦してみませんか。
・自宅から申告可能
・確定申告期間 24 時間利用可能
・申告書がデータで取得可能
・添付書類提出不要
・早期還付（3 週間程度で還付）	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲確定申告

税務証明（課税・非課税・所得証明）は、コンビニ交付で便利・簡単・安心・100 円お得！！税務証明（課税・非課税・所得証明）は、コンビニ交付で便利・簡単・安心・100 円お得！！

スマホで
　サクッと♪

　

軽
自
動
車
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し
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際

に
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車
両
登
録
の
手
続
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必
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住
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テ
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３
月
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料
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終
了
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ま
す
。
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３
０
０
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ご
理
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よ
ろ
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た
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。

問
合
せ

　

住
民
課
戸
籍
住
民
班　
　
　

　

☎
33-

７
７
０
４

　

税
務
課
住
民
税
班　
　
　
　

　

☎
33-

７
７
０
３

４
月
１
日
か
ら
軽
自
動
車

４
月
１
日
か
ら
軽
自
動
車

登
録
用
の
住
所

登
録
用
の
住
所((

所
在
所
在))

　
　
　

証
明
書
が
有
料
化

　
　
　

証
明
書
が
有
料
化



10令和７年２月 ø 日

国
勢
調
査
の
調
査
員
を

国
勢
調
査
の
調
査
員
を

　
　
　
　
　
　
　

募
集
！

　
　
　
　
　
　
　

募
集
！

　

令
和
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る
国
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統
計
調
査
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を

募
集
し
ま
す
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募
集
資
格

※
次
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全
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方
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査
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知
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た
こ
と
な
ど
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密
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で
き
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○
警
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・
税
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に
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関
係
が
な
い
方

任
命
期
間

　

令
和
７
年
９
月
上
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
下
旬

内　

容

　

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
対
象
・
調
査
区
域
の
確

認
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
・

点
検
・
整
理
、
調
査
票
な
ど
の

書
類
提
出
な
ど

報
酬
額

　

国
の
基
準
に
基
づ
き
支
給

応
募
方
法

　

企
画
財
政
課
窓
口
ま
た
は
左

記
募
集
入
力
フ
ォ
ー
ム
よ
り
、

必
要
事
項
の
入
力
を
お
願
い
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ま
す
。
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課
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☎
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７
７
７
３

▲募集
ページ

PH

栄町消防団員募集！栄町消防団員募集！ 栄町を守るには
あなたの力が必要です !!

▲栄町消防公式
インスタグラム

　消防職・団員が一堂に会する新春恒例の栄町消防出初
式が１月 11 日に、ふれあいプラザさかえ文化ホールに
おいて開催されました。
　第一部の式典では、消防職・団員の長きにわたる功績
に対して、千葉県知事表彰をはじめとする各表彰が行わ
れました。
　また、消防協力者の方々へ感謝状の贈呈が行われました。
　この感謝状は耐震性貯水槽の設置に関して土地の提供

（借地）をしていただいた方および栄町消防団第１分団第２部の消防団員用駐車場に関して土地の
提供（借地）をしていただいた方へ栄町長より贈呈されたものです。第二部では、栄中学校吹奏楽
部による演奏が披露され、式典を華やかに盛り上げてくれました。
消防協力者
　（写真左から）
　海老原　敏之　様
　後藤　　朝夫　様
　山本　　博久　様

問合せ　消防総務課総務班　☎ 95-8980

PH

▲女性消防団
　員募集 

「女性消防団員募集！」
　女性消防団員は、応急手当や
火災予防の普及啓発など地域防
災のために活動しています。

▲少年消防団
　員募集 

「少年消防団員募集！」
　少年消防団員は、消防防災に
関する知識や技術の習得と規律
ある団体活動を養い、将来の地
域防災の担い手となるよう活動
しています。

「栄町消防団員募集！」
　消防団員は、普段仕事をしな
がら「自分たちのまちは自分た
ちで守る」という精神に基づ
き、火災発生時の消火活動や各
種災害に備えて訓
練を実施し、 栄町
の安全安心のため
に活動しています。

▲消防団員募集 

問
合
せ　

　

消
防
総
務
課
総
務
班

　

☎
95-

８
９
８
０
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し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態

が
発
生
し
た
際
、
国
が
市
町
村

の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し

て
、
住
民
に
直
接
知
ら
せ
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
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し
ま
す
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日
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午
前
11
時
頃

対
象
区
域　

　

栄
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域
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送
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、
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で
す
。」
を
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り
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す
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ら
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対
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☎
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７
７
１
０

栄町消防出初式栄町消防出初式

◀栄中学校吹奏
楽部による演奏
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中学生が JA 共済「書写」コンクールで銀賞受賞
　令和６年度ＪＡ共済千葉県小・中学生「書写」コンクール ｢中学生
条幅の部｣ において、高橋恋菜さん（栄中学校２年）が銀賞を受賞さ
れました。

作品名：『言葉の源泉』

問合せ　教育課学務指導班
　　　　☎ 33-7716

「社会を明るくする運動」
　千葉県作文コンテストで入選

　犯罪や非行のない地域社会づくりを目的とした、第
74 回社会を明るくする運動作文コンテスト「小学校の
部」で、県内から 6,909 点の応募があった中、間野葵
さん（安食台小５年）が入選されました。

問せ　福祉・子ども課社会福祉班
　　　☎ 33-7707

日本赤十字社から表彰
　栄町分区 ( 分区長：橋本町長 ) を通じて毎年行っている日本赤十字社の活
動資金 ( 法人社資 ) 募集への協力において、令和５年度までの納付総額に応
じて町内事業者に対し、日本赤十字社から銀色有功賞が贈られました。
　誠におめでとうございます。
　受賞事業者：有限会社　金田屋

問合せ　福祉・子ども課社会福祉班　
　　　　☎ 33-7707

歳末たすけあい運動の募金の贈呈
　日本食研グループ千葉本社を中心とした社員の皆様か
ら「歳末たすけあい運動の募金」が 12 月 23 日に贈呈
されました。お預かりした募金は、地域福祉向上のため
に大切に活用させていただきます。
　誠にありがとうございました。

問合せ　栄町社会福祉協議会　
　　　　☎ 95-1100

ドラム自然楽校「親子凧作り＆凧あげ」
　１月 18 日水と緑の運動広場でドラム自然楽校の今年
度最後の体験「親子で凧作り＆凧あげ」が開催されまし
た。子どもたちは、凧をうまく風に乗せるのに何回も走
り、糸を一生懸命に巻き、空高く自作の凧をあげました。
　ドラム自然楽校では小学生を対象に稲作体験やデイ
キャンプ、どらまめ収穫など、町の自然を楽しく体験で
きるイベントとして毎年実施しています。
　参加児童の保護者からは「色々な体験ができたこと
で、栄町の自然について興味を持つようになった」と感
想をいただきました。

問合せ　生涯学習課社会教育班　
　　　　☎ 95-1112

「昇竜の如く、勢いよく、元気に」と凧
に願いを込めて空高く舞上がりました！
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校
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催
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。
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せ
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１
１
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令和７年２月 ø 日

さかえスポーツフェスタさかえスポーツフェスタ
～誰もがオリンピックを目指して～～誰もがオリンピックを目指して～

井上　将憲さん井上　将憲さん

秋葉　麻帆さん秋葉　麻帆さん

齋藤　信治さん齋藤　信治さん

田辺　修さん田辺　修さん

永富　有紀さん永富　有紀さん

若宮　三紗子さん若宮　三紗子さん谷岡　あゆかさん谷岡　あゆかさん

矢代　直美さん矢代　直美さん 永田　睦子さん永田　睦子さん
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栄中学校卓球部　
全国中学校選抜卓球大会出場決定

　11 月 30 日、浦安市で行われた千
葉県卓球新人体育大会団体戦におい
て、栄中学校女子卓球部が優勝し、３
月に行われる全国中学選抜卓球大会お
よび関東中学選抜卓球大会に出場しま
す。
◆関東中学選抜卓球大会　　　　　　
　日程：３月 15 日㈯から 16 日㈰ 　
　会場：栃木県宇都宮市　　　　　　

◆全国中学選抜卓球大会
　日程：３月 29 日㈯から 30 日㈰
　会場：富山県富山市

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　☎ 95-1112

第 33 回富士吉田ふじやまカップミニバスケットボール大会
北辺田ミニバスケットボールクラブが優勝！

　12 月７日から８日に開催された第 33 回富
士吉田ふじやまカップミニバスケットボール大
会に、北辺田ミニバスケットボールクラブが出
場し見事に優勝しました！
　北辺田ミニバスケットボールクラブは関東Ｕ
12 部会の推薦を受けこの大会に出場しています。
　今年度はさまざまな大会で優秀な成績を収め
ています。今後の活躍にも期待しましょう！

問合せ　教育課学務指導班　☎ 33-7716

栄中女子卓球部
栄中女子卓球部千葉県制覇！！
千葉県制覇！！次なる舞台は全国へ

次なる舞台は全国へ
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栄
町
小
中
学
校
作
品
展
受
賞
者
紹
介

ふれプラਤ書ࣨからのごҊ内
開ࣨ時間　９時から 17 時まで
問  合  せ　ふれプラਤ書ࣨ　　
　　　　　　　　　　　☎ 33-3385

Bookmarks
『お探し本は図書室まで』 ▲ਤ書ࣨ

「大谷選手と自分を比べて落ち込
む主婦なんて滑稽だよ」。夫の言
葉に傷つき書いたマンダラチャー
ト。書き終えたとたん 63 歳の雅
美は中学生に戻っていた。男尊女
卑が色濃い昭和で令和の生きづら
さを解決するため雅美はどう生き
直すのか。

80 歳目前の武は、教職退任後、
市民講座で教える地元の名士。同
じく教職に就く敏明は、武の免許
返納問題と「女性問題」に頭を悩
ませていた。ある日近隣で悪質な
轢き逃げ事件が発生。真相を探る
敏明が辿り着いた“おぞましい真
実”とは…。

借財 10 万両から蓄財 10 万両へ
―。わずか７年で財政を建て直し
た備中松山藩の改革。「財政再建
の神様」と呼ばれ藩の要職として
また儒学者として有為の人材を多
く育てた山田方谷を筆頭に、時代
の波に揉まれながら懸命に生きる
人々を描く

マンμラνϟート　
֞୩　ඒӍʗஶ　தԝ公࿦৽ࣾ

ᠷりΏくޙޕ
ҏԬ　ॠʗஶ　集ӳࣾ

৓य़たりݽ
ᖒ田　ಏ子ʗஶ　ಙ間書店

今月の新刊

ʙൃද！！ 2024 年ି出ϕスト̏は！ʁʙ

དྷ店を͓଴͓ͪͯ͠りますɻޚ

ॱ　Ґ 料名ࢿ ஶ者名 出൛ࣾ名 ճ　数
１ ࿝֐の人 内ؗ຀子 ஊ社ߨ 29
２ ٤஡おじさん 田ͻ߳ݪ 小学ؗ 28
３ มなՈ２ Ӎ݀ ඈௗ新社 26

　人気作Ոの新ץ本などご予໿順で
ି出しています。ൃച前の本であっ
てもリクΤストを受付しています。
また、ਤ書ࣨにない本は県内ਤ書ؗ
での૬ିޓआによりおಡみいただく
事ができますので、お気ܰにお੠か
けください！！
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16令和７年２月 １日

▲υラムのཬ HP

３日 ・10 日 ・
17 日 ・25 日 

日ؗٳ月のࠓ

　２月 26 日は町のイϝージキャラクターཾເの஀生日です。
これを記೦してドラムのཬで஀生会を行いますので、みなさん
でཾເをお祝いしましょう。
　お祝いにདྷてくれたお子様（小学生まで）にཾເグッζ（؈
バッジやキーホルμーなど）をプϨθントします。
　当日はキッνンカーもଟ਺出ళしますので、ͥͻ、଍を運ん
でみてください。

龍の産直館情報龍の産直館情報

「！さにෛけるな！਎ମいたΘりୂפ」
開࠵日　２月 15 日㈯・16 日㈰
イϕントݶ定・おങい得৘ใ
˕ඒ味しいいちご大福　˕؁ञ（رऍ用・ストϨート用）　
˕たまご各種２ׂ引　˕ס໙各種が２ׂ引　˕生ᇙや長Ҷ、長ωΪなど
皆様のごདྷళ心よりお待ちしております

龍夢 （ドラム） くんの誕生日会　

དྷͯɾͯݟɾମݧしͯɾָしいΠϕϯτが੝りだ͘͞んʂ

栄町ふれあい文化祭栄町ふれあい文化祭
2025 第 30 回2025 第 30 回

日　࣌　̏月１日​　1� ࣌かΒ 1� ࣌ �� ෼まͰ
　　　　̏月̎日㈰　1� ࣌かΒ 16 ࣌まͰ
ձ　৔　;れ͋いϓϥβ͞か͑

　今年も、ふれあいプラβさかえを利用しているサークル
などさまざまな団体が日々の活動成果をൃදします。
　栄町ふれあい文Խࡇは、皆さんとのަྲྀの場として、ま
たలࣔやൃද・体験を通して学習を始めるきっかけとなる
ことを目的に開催しています。
　ৄしくは広報さかえ３月߸でお஌らせします。

ओ　࠵　栄町ふれあい文Խࡇ実行ҕ員会
栄町教育ҕ員会　࠵　ڞ
問合せ　生涯学習課社会教育班　☎ 95‑1112

募集店舗　町内の事業者 10 ళฮ（先ண順）
　　　　　※྆日もしくは１日のみՄ
募集２　ݶظ月 28 日㈮まで
出店料　　無料（テント、イス、テーブルはି出有）
申込み　　町ホームページからμ΢ンϩードしϝールまたは
　　　　　コスプϨのؗへ提出
。は、町ホームページおよび広報さかえ３月߸でお஌らせしますࡉৄ※

16 日 ݶ定出店
うどん・おでんళ಄ൢച

̎̎
2�2�㈰㈰ 10時から 12時まで

会　場 : ドラムの里

          （ウッドデッキ）

さくらࡇり໛ٖ店募集 さくらࡇり໛ٖ店募集 ࣮ࢪ日̏月 22 日​ɾ23 日 ࣮ࢪ日̏月 22 日​ɾ23 日 
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　 ϑϨΠϧΛ༧๷͠·͠ΐ͏
ʮܲΉͶ೑のϛϧクࣽʯ

社会参加でϑϨイル༧防
問合せ　健康հ護課健康推ਐ班 ☎ 33-7708

料　２人分　ܲΉͶ೑ࡐ˔ 160H　しめじ１ʗ２ύック　
　΄うれん૲１ʗ２ା　にんじん１ʗ３本　ڇೕ 150NM　
　コンιϝ小さじ１ʗ２　バター 10H　Ԙ少々　こしょう少々
˔作り方
①ܲΉͶ೑はൽをണ͗、食΂やすい大きさに切り、Ԙ・こしょうを振る。
②しめじのੴづきを取って΄͙す。́ うれん૲を３DN に切り、にんじんを൒月切りにする。
③フライύンにバターを೤し、①を入れてᖱめ、Րが通ったら、②を加えてᖱめる。
。ೕ、コンιϝを加えてࣽるڇ④
１人分ΤωルΪー：188LDBM　食Ԙ：0.7H　たんͺく࣭ 19.1H
˔ܲΉͶ೑΍ڇೕには、たんͺく࣭がଟくؚまれていま͢ɻたんͺく࣭をଟくؚΉ೑・
େ౾੡品・ೕ੡品をόランスよくとり、ϑϨイルを予防しましΐ͏ɻ・ڕ

˓஍Ҭհޢ予防׆ಈࢧԉ事業・・・・高ྸ者が体ૢ、合এ、ಃܳなどհ護予防に取り૊Ή団体の
　　　　　　　　　　　　　　　　　活動費をิॿする事業です。（ަ付要݅あり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康հ護課地域แׅ支ԉ班　☎ 33-7709
˓住民׆ಈࢧԉ事業・・・・・・・・ボランテΟア活動や、ॅ民活動への参加のきっかけづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　などをॅ民活動支ԉηンターで支ԉしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　ॅ民活動支ԉηンター　☎ 80-1733
˓おたがいさま事業・・・・・・・・「ごみを集ੵ所まで運びたい」などちょっとࠔったことを
　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランテΟアとしてお手伝いをする事業です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　栄町社会福祉協議会　☎ 95-1100

※その΄かにも、社会参加を応ԉする事業がありますので、興味のある方は、お໰合せください。

͜まΊに֎出ͯ͠ɺで͖る͜とから社会参加͠ま͠ΐ͏！

ʪྫʫ
・ఉ木の手入れ	
・ペットのおੈ࿩
・食事の४උ・お૟除　
・ΰミ出しなど

Ոఉでの໾ׂՈఉでの໾ׂ
ʪྫʫ
・日用඼のങい෺
・かかりつけҩへの通Ӄ
・ۙ所へのおࢄา

֎出΋社会参加֎出΋社会参加
ʪྫʫ
・地域の行事
・集会所などでのझ味サークル
・ボランテΟア活動
・サϩン活動

஍Ҭ׆動に参加஍Ҭ׆動に参加

　フϨイルとは、加ྸとともに心と身体のಇきがऑくなり、要հ護にۙづいている状ଶです。
　フϨイル予防は、「運動」「栄養」「社会参加」の３つのபがあり、その中でも「社会参加」
は今、஫目されているフϨイル予防です。

社会参加をԠԉする栄町のۀࣄ社会参加をԠԉする栄町のۀࣄ

社会とのつながりを保ち続け
ることは、外出のきっかけや
気分స׵にもなり、身体的に
もਫ਼ਆ的にもフϨイル予防に
つながります。

出典：日本老年学的評価研究（JAGES）

　　　高橋世（京都大学）

社会参加͠たํと͠なかͬたํの
２年ɺ̑年ɺ��4 年ޙの要հޢɺࢮ๢ׂ߹
社会参加あり 社会参加な͠

２年ޙ ̑年ޙ ऴྃ時࡯؍
ʢ��4 年ޙʣ

２年ޙ ̑年ޙ

հޢ必要なく生ଘ 要հޢঢ়ଶ ๢ࢮ

ऴྃ時࡯؍
ʢ��4 年ޙʣ



18令和７年２月 １日
問合せ
こどもՈఉηンター　☎ 37-7185

（ふれあいプラβさかえ内１階）
開設時間　９時から 17 時 15 分まで

今月のؗٳ日
２日 ・３日 ・̕日 ・

10 日 ・12 日 ・16 日 ・
17 日 ・2� 日 ʙ 25 日 

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ　こどもՈఉηンター　　 ☎ 37-7185
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       健康հ護課健康推ਐ班�����☎ 33-7708

健康インフォメーション
݈　診　名 月　日 会　場 問合せ ର　৅　者 内　容

３・４か月ೕ児૬ஊ ２月４日  キッζランド
こどもՈఉ
ηンター

令和６年９月 �10 月
生まれの子

ҩࢣ਍࡯ � 身体測定 � 保健・
育児૬ஊ � ブックスタート

２歳児ࣃՊ健康਍ࠪ

２月 20 日 
ふれあいプラβさかえ

３階大会議ࣨ

令和５年１月 � ２月
生まれの子

・ʗ身体測定ʗ保健࡯Պ਍ࣃ
栄養・ࣃՊ૬ஊ

２歳６か月児ࣃՊ健康਍ࠪ
健康հ護課
健康推ਐ班

令和４年５月 � ６月
生まれの子

Պ૬ஊࣃʗ࡯Պ਍ࣃ

はみがきϨッスン ２月６日  キッζランド 町内ॅࡏの方 おޱの健康νΣック・૬ஊ

※受付時間は予໿੍となっておりますので、健਍のݸผ通஌をご確認ください。

①明るい部屋で過ごす
②ਖ਼しい࢟੎やڑ཭でものをみる
③外༡びをする（１日２時間程度、ଠཅのޫをཋびる）
　最ۙでは、༮少期からスϚホで動ըを見せることもあるとࢥいますが、長時間ۙいڑ཭でスϚ
ホը໘をみることで「スϚホ内ࣼࢹ」のリスクが指ఠされています。༮少期に内ࣼࢹになるとࢹ
力がおちるݪҼにもなりますので、お子さんはಛに長時間のࢹௌはආけましょう。

　現代社会では、༮少期からスϚホ、テϨビ、ύιコンなどのి子ثػに৮れるػ会がଟくありま
す。赤ちΌんは、産まれてからさまざまなܹࢗを受け、だんだんとࢹ力を獲得していきます。お子
さんの目をどのようにकったらྑいのでしょうか。

　出生時からೕ༮児の健਍では、小児Պҩࢣがױ࣬؟のνΣックを行っています。その中でも、お
子さんがࢹ力ࠪݕに応౴できるようになる３歳児健਍は非ৗにॏ要です。栄町では、健਍当日にス
ポットビジϣンスクリーφーによるࠪݕを行い、۶ંҟৗऑࢹなどの早期ൃ見を行っています。

子どもの目の健康を守りましょう

赤ͪΌんの目のҟৗや࣬ױに
෇くνΣックϙイントؾ

　その他、目つきがおかしい、まͿしが
る、ย目をつͿる、ものにۙدってみる
など日ৗ生活の中でҧ和感を感じたら؟
Պを受਍しましょう。

赤ͪΌんが「ݟる力」を
֫得ͯ͠いく͠くみ

　生まれた͹かりの赤ちΌんはޫなどのܹ֮ࢗࢹを受
け取る力は十分にඋわっていますが、まだࢹ力は 0.02
程度で、月ྸ・年ྸが上がるにつれࢹ力は上ঢし、３
歳ࠒで 0.8 ～ 1.0 程度のࢹ力になります。「見る」ػ
ೳを育Ήためには、೴にܹ֮ࢗࢹに対する感受性があ
る時期（３か月～１歳൒がϐーク、６歳から８歳で消
ࣦ）にܹࢗを受け取ることがॏ要で、ҟৗがあるとき
はその時期に࣏ྍを受ける必要があります。つまり、
お子さんのࢹ力のҟৗは早期ൃ見、早期࣏ྍがとても
ॏ要です。

ৼ͕͋る؟、ઢ͕合Θͳいࢹ˘
　（ੜ２ޙか月ҐかΒ）
˘ย目ΛӅすと͕ݏる
നい͕؟˘
す͘͝ॆ݂ͯ͠いる͕؟˘
୺にখ͞いۃ͕؟˘

子Ͳ΋の目の݈߁を守るたΊに大ࣄなϙイント子Ͳ΋の目の݈߁を守るたΊに大ࣄなϙイント

受けΑ͏ɺೕ༮݈ࣇ਍　
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日ؗٳ月のࠓ
３日 ・６日 ޕ後休 ・ؗ10 日 ・

12 日 ・16 日㈰・17 日 ・
23 日㈰～３月３日 
（ࣨ内整උのため）

開館時間 / ９時～ 12 時

　13 時～ 16 時
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༧
໿
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༻
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。
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ྩ
和
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年
３
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く
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͋
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園
庭
開
放

す
こ
や
か
タ
イ
ム

ɹ-*/E　⾣ 
　23 コード

　キッζランドは、子育て中の方が、৘報をަ׵したり、子育ての೰みを࿩すなど、親子で楽しく
過ごせる施ઃです。

　Ωッζランドのར༻͓Αͼ子ҭͯ૬ஊなͲはɺ栄町ެ式Ξカ΢ント -*/& か
ら༧໿で͖ますʢҰ部の日ఔをআくʣɻ初Ίͯのํ΋͓ܰؾに͝ར༻くͩさいɻ

お
は
な
し
の
く
に

 

　キッζランドで༡Ϳのが大޷き。྆手におもち
Όを持って๩しそうにาいています。上の学年の
子にたくさんܹࢗをもらい、خしそうにニコニコ
過ごしています。優葵が生まれ、日々色々な成長
を見ながらྦもΖいύύとϚϚはつい感動してٽ
いてしまうのですが、心഑そうにۙ付いてきて๊
きしめてݞをトントンしてくれます。優しい子に
なりました。

ࢠ月のཾເͬࠓ

2　お子さんの名付けΤϐιードを教えてください！
A　पりの人にも、そして大切な自分自身にも優
　しく、ਖ਼しいとࢥったことをਅっ௚͙信じて実
　行できる人になってཉしいとئって名付けまし
　た。

おうちの人にฉいてみました！！

わ
く
わ
く
タ
イ
ム

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
安
食
保
育

園
内

�0
‐
１
８
８
５

ア
ッ
プ
3
文
庫

ӏᖒ　༏ѮͪΌん
Ώうきうざわ

（令和̑年７月ੜ·れ）
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日　時　３月６日 
　　　　※Ӎఱ時は３月７日㈮
　　　　　７日以߱もӍの場合は中ࢭ
受　付　８時から
開会式　８時 30 分から
開始　９時からٕڝ
ด会式　11 時 30 分から（予定）
会　場　安食台第一ۙྡ公Ԃ
ର　৅　60 歳以上　町内ॅࡏ者
Ճඅ　会員は負担なしࢀ
　　　　会員以外は 500 円
申込み・問合せ
　２月 17 日 までに、栄町さざんか
クラブ連合会事務ہ ( 福祉・子ども課
社会福祉班☎ 33-7707) へ

　この度、栄町঎޻会では、さまざま
なϝデΟアで࿩୊になっている「年収
のน」໰୊について学Ϳηミφーを開
催いたします。
　106 万 円、130 万 な ど、 ύ ー ト 社
員の年収に関するもので、社会保険料
の負担などといったさまざまな໰୊が
。げられていますڍ
　今回のηミφーでは、これらの「น」
に対応するための手法や支ԉύッケー
ジと各種ॿ成金の活用方法などをղઆ
していただくとともにۙ年ෳࡶになっ
てきている࿑務手続きについてもղઆ
していただきます。
　「年収のน」໰୊にご興味がある方
やීஈ、お࢓事で࿑務手続きを担当さ
れている方などは、このػ会にͥͻご
参加ください。
　
日　時　２月 14 日㈮
　　　　14 時から 16 時まで
　　　　※要受ߨ予໿
会　場　ふれあいプラβさかえ　
　　　　２階会議ࣨ①
受ߨ料　無料
定　員　20 名（先ண順）
問合せ　栄町঎޻会
　　　　☎ 95-0245

　「人とのコミϡニケーγϣンがۤ手
ŋŋŋ」「自分に合った࢓事が見つからな
い」など、一人ͻとりの೰みにԊった
サポートを心がけています。
日　時　２月 20 日 
　　　　13 時から 17 時まで
会　場　ふれあいプラβさかえ
　　　　２階会議ࣨ①
内　容　・適職਍அ
　　　　・応募書ྨఴ࡟
　　　　・໘઀対ࡦ
　　　　・職業体験などの૬ஊ
事に೰Ή子どもが心഑࢓・　　　　
　　　　・親としてどう関われ͹よい
　　　　　か分からない。
　　　　・子どものことで࿩をฉいて
　　　　　΄しい
ର　৅　15 歳以上 39 歳までの方ま
　たはそのՈ଒、40 歳代の自 （ཱब࿑）
　に೰みを๊えている方など
相談料　無料
申込み　ి࿩による事前申ࠐみ
　（月曜日～金曜日・10 時から 18 時）
　ϝールや 4/4 での予໿もՄೳです。
   　IZTT!IPLVTPV-TBQPTVUF.KQO.PSH
問合せ　ち͹北総地域ए者サポート
　　　　ステーγϣン
　　　　☎ 24-7880

　ポリテクηンター܅௡は国がઃஔ・
運営する公共職業܇࿅施ઃです。
ब職に有利となるઐ࠶職者の方々がٻ
໳的な஌ࣝや技ೳを習得するための職
業܇࿅を無料で行っています。
ର　৅　཭職中またはస職をߟえてい
　　　　る方
募集Պ　①テクニカルϝタルϫークՊ
　　　　（༹઀・ՙ役コース）５月生
　　　　（６か月܇࿅）
　　　　②産業ػցΦペϨーγϣンՊ
　　　　５月生（４か月܇࿅）
内　容	 ①੡଄業で役ཱつアーク༹઀
　　　　をओとした金ଐ加޻のスキル
　　　　に加え、フΥークリフトなど
　　　　ՙ役ػցのૢ作を学びます。
　　　　②ՙ役ػց・ݐઃػցに関す
　　　　る８つの資֨が取得できます。
受ߨ料	 無料（テキスト代などは自ݾ
　　　  　　　負担 1 ～２万円程度）
募集ظ間　①②ともに
　　　　　２月 10 日 から３月 25 日 
※お申しࠐみはハϩーϫーク成田へ
会日時　毎िՐ曜日　13ֶݟ 時から
　　　　　　※お申しࠐみはおి࿩で。
問合せ　ポリテクηンター܅௡　܇࿅課
　    　　☎ 0439-57-6313
　　　　

【Ϧンύマοαージ】
◆ൽෘやے೑へのܰいѹ力により、݂
　ྲྀをଅਐ・վળさせます。
日　時　３月 15 日㈯
　　　　10 時から 11 時 40 分まで
受　付　９時 40 分から
集合場所　ふれあいプラβさかえ
　　　　　Ի楽ࣨ①
日本スポーツ協会　ࢣ　ߨ
　　　　公認スポーツ指導員　
　　　　༡ࠤ　ૉ子　ࢯ
定　員　20 名
࣋ͪ෺　水分ิ給用ҿみ෺、動きやす
　くૉ଍になれる෰૷、ϤΨϚットま
　たはバスタΦル（ି出しはありません）
ओ　࠵　栄町健康づくり推ਐ員
申込み　２月３日 ８時 30 分から
　ి࿩または૭ޱでの受付とします。
問合せ　健康հ護課健康推ਐ班
　　　　☎ 33-7708
※定員になり次第受付をऴ了します。

日　時　３月１日㈯
　　　　14 時から 15 時 30 分まで
会　場　成田赤十字පӃアϝニテΟ౩
　　　　２階大会議ࣨ
ςーマ　γニアੈ代のഉ೘໰୊
　　　　～ස೘঱状を中心に～
　成田赤十字පӃ　ࢣ　ߨ
　　　　第ࡾൻ೘ثՊ部長　
　　　　吉田　一थ　先生
Ճඅ　無料ࢀ
申込み・問合せ
　成田赤十字පӃ社会課
　☎ 22-2311（内ઢ 7508）

は成田赤十字පӃࡉৄ▲　　 )1 へ

੒ా੺十ࣈපӃ�ެ։݈࠲ߨ߁

ͪ͹๺૯஍Ҭएऀαϙーτ
スςーγϣϯのब࿑૬ஊい͖い͖޿৔ ୈ �� ճ栄町͟͞んかΫϥϒ

;れѪάϥ΢ϯυɾΰϧϑେձ

年ऩのนରࡦηϛφー։࠵
の͓஌Βͤ

͋なたのब৬をαϙーτしま͢ʂ
ϙϦςΫηϯλー܅௡डืऀߨ集

の͓஌Βͤ
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;れ͋いϓϥβ͞か͑

日ؗٳ月のࠓ　
　　
３日 、10 日 、12 日 、16 日 、

17 日 、24 日 、25 日 

　

　４月１日 から新たに町内の小・中
学校体育ؗおよび町民体育ؗをスポー
ツなどで定期的に利用したい団体（５
名以上）は、申੥をおئいします。
　なお、申੥内༰がॏෳした団体があ
る場合は、団体間で調整して௖くよう
になります。
　また、令和７年度は小中学校体育ؗ
の空調޻事が予定されているため、޻
事期間は使用できなくなります。あら
かじめご了承ください。

申੥受付　２月７日㈮まで
※受付時間は９時から 17 時まで
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　
　　　　☎ 95-1112

日　時　２月８日㈯
　　　　９時 30 分から 11 時 30 分まで
会　場　安食小学校体育ؗ
Ճඅ　無料ࢀ
定　員　10 歳代から 50 歳代　10 名
　　　　60 歳以上　20 名（先ண）
内　容　ボッνャ・ϐックルボール
࣋ͪ෺　上ཤき、タΦル、ҿみ෺など
申込み　２月７日㈮まで
　　　　９時から 17 時までにి࿩にて
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　☎ 95-1112

間　２月２日㈰から　ظ
　　　　７月 12 日㈯まで
会　場　ふれあいプラβさかえ　
　　　　ふれあいηンター１階ϩビー
内　容　早稲田大学が 2024 年にؠ屋
෿およびݹ　 104 ߸෿で実施した調
　ࠪ成果について、文Խߨࡒԋ会で使
　用されたൃද資料などでご঺հします。
協　力　早稲田大学東アジア都৓・
　　　　γルクϩード研ڀ所　
෿調ࠪνームݹ屋ؠ　　　　
問合せ　生涯学習課文Խࡒ班　
　　　　☎ 95-1112

ᶃ消防署にͬߦてみよ͏
日　時　３月 11 日 
　　　　10 時から 12 時
会　場　消防ॺ
定　員　８૊
②υラムのཬをาこ͏
日　時　３月 18 日 
　　　　10 時から 12 時
会　場　コスプϨのؗ
定　員　６૊

受付開始　①②ともに栄町
　　　　　公式 -*/E にて
　　　　　２月１日㈯から⾣
※各回ともに定員にୡし次第受付ऴ了
問合せ　こどもՈఉηンター
　　　　☎ 37-7185

日　時　２月 22 日㈯Ӎఱ中ࢭ
　　　　※開催の൑அは前日 15 時
集　合　๪総のΉら学習Ӄߨಊ前
コース　๪総のΉら学習Ӄߨಊ前 ９
　時ˠ上福田ؠ屋ݹ෿ˠೋ宮ਆ社ˠ北
　総మಓ౬઒駅（休ܜ）ˠཕਆ社ˠڷ
　部ަ差点ˠ৥生ਆ社（ࡾ宮）ˠ৥生
　ਆ社（ࡾ宮）ˠ成田山新勝寺 12 時
　30 分（ΰール）
定　員　事前申ࠐみによる先ண
　　　　50 名
Ճඅ　500ࢀ 円（保険代ؚΉ）
　　　　※当日徴収
ओ　࠵　のらཬくらཬ健康΢Υーキン
　　　　グの会
ԉ　栄町教育ҕ員会　ޙ
申込ઌ　ふれあいプラβさかえ૭ޱ　
　　　　（９時～ 17 時休ؗ日除く）
　　　　のらཬくらཬ健康΢Υーキング
　　　　 の会事務ہ
　　　　 95-7247
　 　　 　　UTVLBEB!X.FNBJM.OF.KQ
            ２月 20 日 までに申しࠐんでく   
            ださい。
            ※定員になり次第ऴ了
問合せ　中ᖒ☎ 090-3406-4771
　または事務ہ☎ 95-7247

　文Խࡒηンター 40 प年を記೦し、
これまでに行ったൃ۷調ࠪの中から選
りす͙りの資料をలࣔします。ݹ෿時
代の資料では、栄町の前ݪᶗҨ੻出土
のੴ੡඼・׈ੴ未成඼なども঺հされ
ます。

日　時　９月 19 日㈮まで
　　　　９時から 17 時まで
　　　　土・日・祝日・年末年始休ؗ
会　場　ҹᏞ܊市文Խࡒηンター
資料లࣔࣨݹߟ　　　　
-૔市春࿏１ࠤ　　　　 １- ４
入場料　無料
問合せ　ҹᏞ܊市文Խࡒηンター
　　　　☎ 043-484-0126

ܰスϙーツࣨڭ

͸ͬͽ͌ϧーϜ

令和̓年度ֶߍ։์౳ۀࣄ
ఆظར༻ஂମొ࿥ਃ੥ड෇

いにし͑のಓをたͲͬͯ
ʙ҆৯かΒなりたಓをา͜͏ʙ

	 ࡒެ 
 ҹᏞࢢ܊จԽࡒηϯλー
�� प年ه೦اըలʮҹᏞの௝඼
లʯʙൃ۷͞れた͋れや͜れʙ

2�25 年ϛχاըలᶃ
ʮؠ԰ݹ෿ɾ1�� ߸෿Ͱの
ඇഁյֶज़ௐࠪ੒Ռʯ
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わ
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ϔ
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。

お
ӄ
さ
ま
で
傷
は
す
っ
か
り
よ
く
な
り
、
明
日
は
い
よ
い

よ
退
院
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
初
の
約
ଋ
通
り
、
明

日
は
、
ࢲ
の
素
性
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
」
と
い
っ
て

່
は
部
԰
に
໭
り
ま
し
た
。

　

そ
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日
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こ
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し
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医
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ゴ
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ゴ
ー
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い
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び
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っ
く
り
し
て
ඈ
び

ى
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
の
່
の
い
る
部
԰
の
方
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
の
で
す
。
医
者
は
່
と
の
約
ଋ
の
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
、
部
԰
を
開
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

な
か
に
は
່
の
࢟
が
な
く
、
大
き
な
ന
ऄ
が
部
԰
い
っ
ͺ

い
に
と
ぐ
ろ
を
ר
い
て
い
た
の
で
す
。
医
者
は
、「
あ
っ
」

と
言
っ
た
ま
ま
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
あ
っ
」

と
い
う
医
者
の
声
に
び
っ
く
り
し
た
家
଒
の
者
が
ۦ
け
つ

け
た
時
に
は
、
そ
の
部
԰
は
も
う
ۭ
っ
Ά
で
し
た
。
あ
れ

だ
け
大
き
く
聞
こ
え
た
い
び
き
も
家
଒
の
୭
ひ
と
り
気
づ

い
た
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
そ
の
ന
ऄ
は
、
対
؛
の

ཱ
木
村(

い
ま
の
利
ࠜ
町
ཱ
木)

に
あ
る
明
ਆ
様
の
ޚ
ਆ

木
の
中
に
住
ん
で
い
た
ओ
で
、
ޚ
ਆ
木
が
途
中
ま
で
切
ら

れ
た
時
に
ո
զ
を
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。(

དྷ
月

߸
の
お
話
は
؟
助
大
ࢣ
で
す
。)

▲栄町と利ࠜ町の間をྲྀれる
౦ଠ࿠ࡔ   ▲΂ͬこ͏ѿ

▲トϐοΫスల「๪૯の຀」

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
「
房
総
の
牧
」　

２
月
22
日
​
Ỗ
̐
月
20
日
 

　

๪
૯
஍
Ҭ
に
ݹ
དྷ
よ
り
ଘ
在
し
た
牧
は
、
ߐ
戸
࣌
代
に
܉
അ
の

生
産
஍
と
な
り
、
明
࣏
ظ
に
は
ཙ
農
や
牧
༽
が
行
Θ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
本
ల
ཡ
会
で
は
、
牧
の
Ҡ
り
ม
Θ
り
の
༷
ࢠ
を
ࢿ

ྉ
や
ࣸ
ਅ
を
༻
い
て
঺
հ
し
ま
す
。

●
ߟ
ݹ
ֶ
ߨ
　࠲

２
月
23
日
 
⣼

　

౰
館
৬
員
が
「
ߟ
ݹ
学
か
ら
ݟ
た
近
世
Լ
૯
の
牧
」
に
つ
い
て

講
ԋ
し
ま
す
。
小
学
̒
年
生
Ҏ
上
ର
৅
。

●
ڇ
ೕ
౾
෗
࡞
Γ	

実
ԋ
　

２
月
24
日
 
振
ସ
ٳ
日

　

෸
ಅ
さ
ͤ
た
ڇ
ೕ
に
ਣ
を
ࠞ
ぜ
ݻ
め
、
ڇ
ೕ
౾
෗
を
࡞
り
ま
す
。

˔
ߕ
ႀ
ల
　ࣔ

２
月
̒
日
 

　

෢
家
԰
ෑ
に
お
い
て
໛
଄
ߕ
ႀ
を
ల
ࣔ
し
ま
す
。

˔
΂
ỳ
こ
う
ѿ　

２
月
̒
日
 
か
ら
̕
日
 
、
16
日
 
、
18
日
 
、

19
日
 
、
23
日
 
⣼
、
24
日
 
振
ସ
ٳ
日

　

࠭
౶
と
ਫ
ѿ
を
ࣽ
༹
か
し
て
、
ੲ
な
が
ら
の
素
๿
な
΂
ỳ
こ
う

ѿ
を
࡞
り
、
࣋
ち
ؼ
り
ま
す
。
５
ࡀ
Ҏ
上
ର
৅
。
小
学
生
Ҏ
Լ
は

Ҿ
཰
者
の
ิ
助
が
ඞ
ཁ
で
す
。

˔
Χ
ό
ー
ͭ
き
ϝ
Ϟ
ா　

２
月
12
日
 
、
13
日
 
、
15
日
​
、
16

日
 

　

和
本
༻
の
「
ቲ(

ち
つ)

」
の
技
ज़
を
Ԡ
༻
し
た
、
カ
バ
ー
つ

き
の
ϝ
Ϟ
ா
を
࡞
り
ま
す
。
小
学
生
Ҏ
上
ର
৅
。
小
学
̐
年
生
Ҏ

Լ
は
Ҿ
཰
者
の
ิ
助
が
ඞ
ཁ
で
す
。

●
๪
૯
　࠲

２
月
15
日
​

　

ߐ
戸
৘
ॹ
た
ỳ
΀
り
の
๪
૯
の
Ή
ら
で
、
༄
家
ࡾ
ࡾ
師
ঊ
に
よ

る
མ
ޠ
を
お
楽
し
Έ
く
だ
さ
い
。
๪
૯
の
Ή
ら
૯
合
Ҋ
内
所
に
て

લ
ച
݊
ൢ
ച
中
。
౰
日
̕
࣌
か
ら
౰
日
݊
の
ൢ
ച
を
い
た
し
ま
す
。

●
ί
マ
・
ϕ
ー
ΰ
マ
ࢦ
　ೆ

２
月
15
日
​

　

コ
マ
ɾ
ϕ
ー
ΰ
マ
を
ն
ͤ
る
よ
う
に
༡
び
方
を
学
び
ま
す
。

小
学
生
Ҏ
上
ର
৅
。
Ӎ
ఱ
中
ࢭ
。

˔
Ψ
イ
υ
π
Ξ
ー　

２
月
24
日
 
振
ସ
ٳ
日

　

ボ
ラ
ン
ς
ỹ
ア
Ψ
イ
ド
が
、
঎
家
町
ฒ
Έ
や
෢
家
԰
ෑ
、
農
家

な
ど
、
館
内
の
ݟ
所
を
Ҋ
内
し
ま
す
。
小
学
生
Ҏ
Լ
は
Ҿ
཰
者
が

ඞ
ཁ
で
す
。
ఱ
ީ
に
よ
り
中
ࢭ
の
場
合
が
͋
り
ま
す
。
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૬
ஊ
ご
と
な
ど
が
ご
͟
い
ま
し
た
ら
、

お
ؾ
ܰ
に
お
ӽ
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
ܯ
࡯
ॺ　

☎
27
ổ
̌
１
１
̌

　

印
西
ܯ
࡯
ॺ　

☎
42
ổ
̌
１
１
̌

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日※事݅・事ނのൃ生や気象条݅などによりมߋにな

　る場合がございます。
。ॺの地域課へお໰い合わせください࡯ܯは、各ࡉৄ※

　フードドライブとは、 各Ոఉで使い
切れない未使用食඼を持ちدり、 食΂
෺を必要としている人ୡへ無ঈでಧけ
る活動です。食඼は「フードバンクち͹」
をܦ༝し、 地域の福祉施ઃや団体、 ࠔ
。人などにಧけられますݸ・するੈଳځ
ʓ৯品の募集ظ間　２月 28 日㈮まで
ʓد付いた͖ͩたい৯品
・ৗԹで保ଘՄೳ、 賞味期限が２か月以上
　あるもの（おถ、インスタント食඼など）
・未開෧であり、ഁଛなどで中身が出
　ていないもの
・アルコールྨは不Մ
　また栄町社会福祉協議会では、ৗ時
食඼の募集をしています。皆様のご協
力をおئいします。

;れ͋いϓϥβ͞か͑

13 日 ・21 日㈮ ９時 30 分から 11 時まで

７日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

͞かな͓ίϛϡχςΟηϯλー

４日 ・18 日  13 時 30 分から 15 時まで

๪૯のΉΒʢೖ৔門લʣ

５日 ・28 日㈮ ９時 30 分から 11 時まで

14 日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

+"੢ҹᏞ౦෦ࢧళ

４日 ・21 日㈮ 10 時から 11 時 30 分まで

　「෭業」をωットで୳したら؆୯に໥かるサイトを見
つけアクηスし、໥かるどこΖか大金を支払ってしまい
आ金を๊えてしまったという૬ஊが૿えています。

事ྫ１
　生活が͗り͗りで何か෭業で生活に༨༟ができれ͹と
い、ωットで୳した事業者にి࿩をした。「ը໘をタࢥ
ップするだけで最௿でも１日５万円はՔげる」といわれ
たので申ࠐ金 10 万円を支払った。無料通࿩サイトから

૊みが分からなかったらサポートしますよ。サポー࢓」
ト料が高額な΄ど収入もଟいです。」とݴわれ 100 万円
ۙいサポートのܖ໿をした。お金がないというと「サラ
金事業者からआりても１ϲ月で元が取れます」といわれ
たのでआ金してܖ໿したがղ໿したい。
事ྫ２
　ようやくब職したがਖ਼社員ではないので生活に༨༟が
ない。4/4 で෭業の募集があった。「ا業からの؆୯な
アンケートに౴えるだけで収入になる。１日５݅まで。
１回 5,000 円の報ुが支払われる。」といわれた。申ࠐ
ը໘にサラ金事業者のϩΰϚークがあるのに気付きมだ
とࢥったが「お金をआりるը໘ではない、෭業の申ࠐը
໘だ。」といわれ信じ、*D、ύスϫード、認ূ൪߸を教
えた。後日サラ金事業者からの੥ٻで自分が᱐されたこ
とが分かった。コンビニの A5. から全額払い໭されて
いた。支払いを໔れる方法はないか。
˒ඃ֐にあわないために
・؆୯な作業だけで高収入が得られることはありません。
・໥からないだけでなくआ金だけが残ってしまうケース
　もあります。
・事業者のઆ明をうのみにせず、第ࡾ者のҙ見をฉくな
　どしてྫྷ੩に൑அしましょう。

「؆୯に໥かる」͏まい࿩に஫ҙ！

よせられた善意 （12 月受付）よせられた善意 （12 月受付）

町へ
˓;るさとԠԉدෟ金
々木　ඒथ　　　　　350,000ࠤ　 円
洋　　　　　　　52,000װ　૔ࠤ　 円
　ಗ名（204 ݅）       　　7,546,000 円
ࣾ会෱ࢱ協ٞ会へ
˓Ұൠدෟ金　
　ཾ北ધ団事務151,088　　　ہ 円
　北ే会　　　　　　　　　1,152 円
　᷂イーグル঎事・アドバンスフーζ　
　　　　　　　　　　　　20,000 円
　ಗ名（４名）　　　　　　　42,000 円

（শུܟ）

૬ஊ日࣌
̐日 ・1� 日 ・25 日 

（9 ࣌ �0 ෼ʙ 12 ࣌ �1� ࣌ʙ 15 ࣌ �0 ෼）

˔栄町ফ費ੜ׆૬ஊһかΒのϫϯϙΠϯトΞυόΠス

ୈ �� ճϑーυυϥΠϒ΁の
いしま͢ئを͓ྗڠ͝

栄町஍Ҭ෱׆ࢱಈܭըʢૉҊʣ
にର͢Δҙݟをื集ʢύϒϦ
οΫίϝϯτʣ

　社会福祉協議会では、「栄町地域福
祉活動計ը」のࡦ定をਐめています。
計ըのૉҊについて、皆様からのごҙ
見を募集します。
　なお、 ごҙ見の提出は、 計ըのૉҊ
にඋえ付けの用ࢴに記入し、持参、༣ૹ、
'A9 または E ϝールのいずれかの方法
で社会福祉協議会へ提出してください。
※ి࿩でのごҙ見はお受けできません。
※提出されたごҙ見に対してݸผ回౴
はしませんが、ごҙ見の֓要とそれに
対 す る 社 会 福 祉 協 議 会 の ҙ 見 に つ い
て、ホームページで公දします。
ର৅者　町内にࡏ・ॅࡏ勤の方
Ӿཡ場所
・社会福祉協議会૭ޱ
・社会福祉協議会ホームページ
募集ظ間　２月３日 から 14 日㈮まで
ҙݟఏ出ઌ・問合せ
　栄町社会福祉協議会　
　☎ 95-1100  95-3456
　　TBLBF-TIBLZP!ND.QPJOU.OF.KQ
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'FCSVBSZ'FCSVBSZ
20252025 ̎月̎月

１ 土
はっͽ͌ルーム（スタンプラリー）

２ 日

３ 月
ふれプラ・ドラムのཬ休ؗ日

４ Ր
３・４か月ೕ児૬ஊʲ1.18ʳ

５ 水

６ 木
はみがきϨッスンʲ1.18ʳ
すこやかタイムʲ1.19ʳ

７ 金
はっͽ͌ルーム
いきいき広場

８ 土
土曜開ி
ܰスポーツ教ࣨʲ1.21ʳ

９ 日

10 月
ふれプラ・ドラムのཬ休ؗ日

11 Ր
Ո଒向け子育てຏきक़

12 水
ふれプラ休ؗ日

13 木

14 金

15 土
アップ̧文ݿʲ1.19ʳ

16 日
リバーサイドさかえドラムϚラιン

ʲ1. ２～３ʳ
ふれプラ休ؗ日

17 月
ふれプラ・ドラムのཬ休ؗ日

18 Ր

19 水
わくわくタイムʲ1.19ʳ
大人のための食育࠲ߨ

20 木
２歳児ࣃՊ健康਍ࠪʲ1.18ʳ
２歳６か月児ࣃՊ健康਍ࠪʲ1.18ʳ

21 金

22 土
土曜開ி
おはなしのくにʲ1.19ʳ

23 日
ཾເ（ドラム）くんの஀生日会ʲ1.16ʳ

24 月
ふれプラ休ؗ日

25 Ր
ふれプラ・ドラムのཬ休ؗ日

26 水

27 木

28 金
はっͽ͌ルーム

栄町࿕ಡไ࢓会のご協力により、
目の不自༝な方にԻ੠の「広報さ
かえ」をおಧけしています。
社会福祉協議会☎ 95-1100

੠の޿ใ
（CD）

˔֤छ૬ஊ

৽खଓ͖ߋೝఆޢ月のೲ෇ཁհࠓ

　要հ護認定の有ޮ期限が
３月末日の方は、２月３日
 から申੥ができます。
　๨れずにߋ新申੥をして
ください。
健康հ護課　☎ 33-7709

定資産税・・・・・４期ݻ
国民健康保険税・・・８期
後期高ྸ者ҩྍ保険料８期
հ護保険料・・・・・６期

納期限　２月 28 日㈮

　毎月第２・第４土曜日に各
種ূ明書をަ付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分
　税務課　☎ 33-7703
　ॅ民課　☎ 33-7704

౔༵։ி ਓޱとੈଳ

人ޱ 19,624 人 （-40）
男 9,687 人 （-19）
女 9,937 人 （-21）

ੈଳ਺ 9,363 ੈଳ （-14）

１月１日現ࡏ（前月ൺ）

૬ஊ名 日　࣌ ձ　৔ ໰߹ͤ

人ݖ・行政૬ஊ
３日 
13 時 30 分から 16 時まで

（最ऴ受付 15 時）

役場３階
第２会議ࣨ

くらし安全課
☎ 33-7710

心の૬ஊ
（事前予໿）

４日 ・18 日 
10 時 15 分から 12 時まで
※ 45 分で２࿮受付

ふれあいプラβ
さかえ２階
学習৘報ࣨ いん͹ো֐者

૬ஊηンター
☎ 99-2501デイケアクラブ

「΄っとする～」
（事前予໿）

７日㈮・21 日㈮
ふれあいプラβ
さかえ２階
学習৘報ࣨ

消費生活૬ஊ
４日 ・18 日 ・25 日 
９時 30 分から 12 時まで �13 時
から 15 時 30 分まで（最ऴ受付）

受付
役場４階
課ڥ済؀ܦ

課ڥ済؀ܦ
☎ 33-7713

教育૬ஊ
毎िՐ・金曜日
※ 25 日 休み
10 時から 15 時まで

ふれあいプラβ
さかえ２階
Ώうがくؗ

教育支ԉηンター
☎ 80-1520

࢘法書士૬ஊ
（事前予໿）

５日 
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラβ
さかえ２階
和ࣨ①

社会福祉協議会
☎ 95-1100

ふれあい૬ஊ
（心഑ごと૬ஊ）

19 日 
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

法཯૬ஊ
（事前予໿）

27 日 
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

認஌঱カフΣ
ΦϨンジサϩン

21 日㈮　
10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラβ
さかえ１階
ϩビー

健康հ護課
☎ 33-7709

生活ځࠔ出ு૬ஊ
14 日㈮・28 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
第１会議ࣨ

さかえ・しすいϫークラ
イフ・サポートηンター

☎ 043-308-6332

不動産૬ஊ
18 日 
10 時から 12 時まで
( 最ऴ受付 11 時 30 分）

役場３階
第２会議ࣨ

政課ࡒըا
☎ 33-7773

ަ通事ނ૬ஊ
（事前にお໰合せく

ださい）

土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く　９時から 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

千葉県ி
本ிࣷ２階

千葉県ަ通事ނ૬ஊ所

☎ 043-223-2264

ۙྡのओͳٸٹපӃ
北総栄පӃ☎ 95-6811・成田赤十字පӃ☎ 22-2311・成田පӃ☎ 22-1500
日本ҩՊ大学千葉北総පӃ☎ 99-1111・成田富ཬಙऱ会පӃ☎ 93-1001
ҹ੢総合පӃ☎ 33-3000・国ࡍҩྍ福祉大学成田පӃ☎ 35-5600
※਍ྍ時間・਍ྍՊ目は、௚઀පӃにお໰い合わせください。

ɾ໷ؒ਍ྍ　ʢड෇࣌ؒ͸਍ྍऴྃのٸٹ日のٳ˔ 15 ෼લまͰʣ

　印旛ࢢ郡খࣇॳٸظප਍ྍॴὸ （૔市健康؅理ηンター内ࠤ）043-485-3355

੒ాٸප਍ྍॴὸ 27-1116（成田市保健福祉ؗෑ地内）
਍ྍՊ໨ ਍　ྍ　日 ਍ྍ࣌ؒ

小児Պ・内Պ

毎日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

外　Պ
日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

Պ　ࣃ
祝日（日曜日は除く）・振ସ休日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

਍ྍՊ໨ ਍　ྍ　日 ਍ྍ࣌ؒ

小児Պ
（15 歳以下）

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
12 月 29 日～ཌ年 1 月 3 日

９時～ 17 時
19 時～ 23 時

˔千葉県ٸٹ安৺ి࿩૬ஊ
夜間毎日　18 時～ཌ朝８時　☎ˌ （ଳి࿩・プッγϡ回ઢܞ）7119
03-6810-1636（μイϠル回ઢ）

˔͜Ͳ΋ిٸٹ࿩૬ஊ
夜間毎日　19 時～ཌ朝８時　☎ˌ （ଳి࿩・プッγϡ回ઢܞ）8000
043-242-9939（μイϠル回ઢ）
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栄 町 議 会 だ よ り１

ྩ
࿨
̒
೥

ྩ
࿨
̒
೥
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݄
ఆ
ྫ
ձ
ɹ
ୈ

݄
ఆ
ྫ
ձ
ɹ
ୈ
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߸߸

ڮ
ຊ
町
長
の
ߦ
੓
報
ࠂ

栄
町
町
制
施
ߦ
70
प
年
ه
೦
事

業
及
ͼ
ه
೦
ࣜ
య
に
ͭ
͍
て

　

令
和
７
年
に
は
、
町
制
施
行

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
大

き
な
節
目
に
あ
た
り
、
豊
か
な

自
然
、
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
町
が
築
き
上
げ
て
き

た
功
績
を
見
つ
め
直
し
、
郷
土

に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
深
め

る
機
会
と
す
る
た
め
、
年
間
を

通
じ
各
種
の
記
念
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
、
令
和
７
年
11

月
16
日
に
執
り
行
う
予
定
で
す
。

ਔ
઒
ࠃ
ࡍ
ۭ
ߓ
へ
の
ࢹ
࡯
ݚ
म

に
ͭ
͍
て

　

10
月
９
日
か
ら
11
日
の
間
、

成
田
空
港
の
機
能
強
化
と
合
わ

せ
た
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
在

り
方
に
つ
い
て
視
察
す
る
た

め
、
韓
国
の
仁
川
国
際
空
港

に
、
９
市
町
の
首
長
、
空
港
関

係
者
な
ど
と
赴
き
ま
し
た
。

　

視
察
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

の
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

中
ֶ
生
໛
ٖ
議
会
に
ͭ
͍
て

　

11
月
14
日
、「
中
学
生
模
擬

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栄
中
学
校
２
年
生

か
ら
選
出
さ
れ
た
、
議
長
１
名

と
代
表
議
員
９
名
が
出
席
し
、

あ
ら
か
じ
め
議
員
が
所
属
す
る

ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
で
検
討
し
た

町
の
課
題
や
問
題
点
等
に
つ
い

て
、
代
表
議
員
を
通
じ
て
質
問

や
提
案
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

質
問
は
、
町
内
の
施
設
や
設

備
上
の
問
題
点
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
面
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
今
後
の

町
政
運
営
の
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

中
ֶ
生
ආ
೉
所
設
Ӧ
܇
࿅
に
ͭ

͍
て

　

11
月
15
日
、
将
来
町
を
担
う

中
学
生
に
、
自
助
・
共
助
の
意

識
や
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
栄
中
学
校
１
年
生

を
対
象
に
、
栄
町
学
校
保
健
会

主
催
の
「
中
学
生
避
難
所
設
営

訓
練
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ؠ
԰
ݹ
෿
・
ཾ
֯
ࣉ
̍
̌
̐
߸

෿
ඇ
ഁ
յ
ௐ
ࠪ
に
か
か
る
ه
者

発
ද
会
お
よ
ͼ
栄
町
จ
Խ
ࡒ
ߨ

ԋ
会
の
実
施
に
ͭ
͍
て

　

11
月
16
日
、
早
稲
田
大
学
調

査
研
究
チ
ー
ム
か
ら
、『
こ
れ

ま
で
方
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た

１
０
４
号
墳
が
、
方
墳
で
は
な

く
円
墳
で
あ
っ
た
』
旨
の
ご
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

υ
ラ
Ϝ
の
ཬ
ײ
ँ
ࡇ
に
ͭ
͍
て

　

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
、

「
ド
ラ
ム
の
里
感
謝
祭
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
米
の
無
料
配
布

の
ほ
か
、
新
米
を
使
っ
た
食
事

を
提
供
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
し
、
来
場
者
に
栄
町
産
米

の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
年
振
り
と
な
る
「
餅

ま
き
」
も
開
催
し
、
大
勢
の
方

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ྩ
࿨
̓
年
栄
町
ফ
๷
出
ॳ
ࣜ
に

ͭ
͍
て

　

令
和
７
年
１
月
11
日
に
、
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
の
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
消
防
出

初
式
」
を
挙
行
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約

２
０
０
名
の
来
賓
の
皆
様
を
お

招
き
し
、
消
防
職
及
び
団
員
約

１
５
０
名
が
参
加
し
て
実
施
し

ま
す
。

ྩ
࿨
̒
年
度　

栄
町
ೋ
े
ࡀ
の

集
͍
の
開
࠵
に
ͭ
͍
て

　

令
和
７
年
１
月
12
日
に
、
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
文
化
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度

栄
町
二
十
歳
の
集
い
を
開
催
し

ま
す
。

　

式
典
は
、
実
行
委
員
会
の
運

営
に
よ
り
、
20
歳
の
方
１
５
２

名
を
対
象
に
、
町
内
外
か
ら
来

賓
の
皆
様
を
招
待
し
て
開
催
し

ま
す
。

;
れ
あ
͍
ϓ
ラ
β
͞
か
͑
౳
で

ߦ
う
࠵
し
に
ͭ
͍
て

　

11
月
10
日
、「
Ａ
Ｒ
Ｔ　

Ｉ

Ｎ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ　

記
憶
美
術

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、

栄
町
出
身
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

シ
ム
ラ 

ユ
ウ
ス
ケ
さ
ん
と
タ

イ
の
絵
本
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
フ

ァ
ー
ン
・
ピ
ー
テ
ィ
さ
ん
に
よ

り
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

内
の
窓
ガ
ラ
ス
に
、
ご
自
身
の

ア
ー
ト
作
品
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
素
晴
ら
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
14
日
及
び
15
日

に
、
栄
中
学
校
体
育
館
等
に
お

い
て
「
さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」、
令
和
７
年
２
月
16
日

に
、「
２
０
２
５
リ
バ
ー
サ
イ

ド
さ
か
え
ド
ラ
ム
マ
ラ
ソ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
コ
ー
ス
及
び
周
辺

道
路
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
令
和
７
年
３
月
１

日
及
び
２
日
に
は
、
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
さ
か
え
で
、「
２
０
２
５

第
30
回
栄
町
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
こ
の
行
政
報
告
は
、
定
例
会

　

初
日	

12
月
３
日


に
行
わ

　

れ
た
も
の
で
、
現
時
点
の
状

　

況
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

条
ྫ
の
一
部
վ
ਖ਼
、
補
ਖ਼
༧
ࢉ
な
ど
13
ٞ
案
౳
を
Մ
ܾ

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
が
、
12
月
３
日
か

ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
５
会
計
の
補
正

予
算
、
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
協
議
、
訴
え
の
提
起
、
請

願
、
議
員
発
議
案
を
合
わ
せ
て
計
13
件
の
議
案
等
が
提
出
さ

れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
請
願
は
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
８
名
、
傍
聴
者
は

延
べ
33
名
で
し
た
。



２栄 町 議 会 だ よ り

で
は
、
町
税
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
国
民
健
康
保
険
会

計
健
全
運
営
推
進
事
業
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
適
正
執

行
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̔
߸　
　
　

ࢍ
成
ଟ
数

　

ྩ
࿨
̒
年
度
栄
町
ࠃ
ຽ
݈
߁

อ
険
ಛ
ผ
会
計
補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ

̐
߸
Ờ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
，
７
３
２
万
８
千
円

を
増
額
し
、
総
額
27
億
６
，

９
８
１
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
保
険
給
付
費
等
交
付
金

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出

で
は
、
医
療
費
等
保
険
給
付
事

業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
９
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ྩ
࿨
̒
年
度
栄
町
ޙ
期
ߴ
ྸ

者
ҩ
ྍ
ಛ
ผ
会
計
補
正
༧
ࢉ

ớ
ୈ
̎
߸
Ờ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
４
８
万
２
千
円
を
減
額
し
、

総
額
３
億
５
，
９
０
９
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

減
額
の
理
由
は
、
歳
入
で

は
、
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
に

よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付

事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
10
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ྩ
࿨
̒
年
度
栄
町
հ
ޢ
อ
険

ಛ
ผ
会
計
補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̏

߸
Ờ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
０
４
万
３
千
円
を
増
額
し
、

総
額
18
億
９
，
５
５
２
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
介
護
保
険
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
歳
出
で
は
、
介
護
保
険
給

付
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
11
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ྩ
࿨
̒
年
度
Լ
ਫ
ಓ
事
業
会

計
補
正
༧
	ࢉ

ୈ
̏
߸


　

第
３
条
予
算
の
収
益
的

支
出
の
予
定
額
を
６
億
１
，

１
８
０
万
５
千
円
に
補
正
す

る
と
と
も
に
、
第
４
条
予
算

の
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

３
億
９
，
１
５
２
万
１
千
円
に

す
る
な
ど
の
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
収
益

的
支
出
で
は
、
処
理
場
修
繕

費
、
管
渠
等
修
繕
費
な
ど
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
す
。
資
本
的

支
出
で
は
、
公
共
下
水
道
施
設

改
良
費
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

請
ئ
ୈ
̍
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　
ủ
ಛ
定
঎
औ
Ҿ
法
平
成
28
年

改
正
に
お
͚
る
̑
年
ޙ
見
௚
し

に
ج
ͮ
͘
同
法
の
ൈ
ຊ
త
改
正

を
求
Ί
る
意
見
書
Ứ
を
੓
෎
౳

に
提
出
す
る
こ
ͱ
を
求
Ί
る
請

ئ
書

　

特
定
商
取
引
法
平
成
28
年
改

正
後
も
同
法
の
対
象
取
引
分
野

に
お
け
る
消
費
者
相
談
は
高
止

ま
り
を
示
し
て
お
り
、
幅
広
い

世
代
の
消
費
者
被
害
を
防
止
、

救
済
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
５

議
Ҋ
ୈ
̍
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ઍ
༿
県
市
町
村
૯
合
事
຿
組

合
を
組
৫
す
る
地
方
公
ڞ
ஂ
ମ

の
数
の
ݮ
গ
及
ͼ
ઍ
༿
県
市
町

村
૯
合
事
຿
組
合
ن
໿
の
ม
ߋ

に
関
す
る
協
議
に
ͭ
͍
て

　

令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
布
施
学
校
組
合	

御
宿
町


が
解
散
す
る
こ
と
に
よ
り
、
千

葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
団
体
の
数
が
減
少
す

る
こ
と
に
伴
い
、
同
組
合
を
組

織
す
る
団
体
の
数
の
減
少
及
び

同
組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̎
߸　
　
　

ࢍ
成
ଟ
数

　

Ұ
ൠ
৬
の
৬
員
の
給
༩
に
関

す
る
৚
ྫ
及
ͼ
栄
町
会
計
年
度

任
用
৬
員
の
給
༩
及
ͼ
費
用
ห

ঈ
に
関
す
る
৚
ྫ
の
Ұ
෦
を
改

正
す
る
৚
ྫ

　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に
準

じ
た
千
葉
県
職
員
の
給
与
改
定

に
係
る
令
和
６
年
千
葉
県
人
事

委
員
会
勧
告
を
踏
ま
え
、
当
町

の
一
般
職
の
職
員
及
び
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

県
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̏
߸　
　
　

ࢍ
成
ଟ
数

　

ಛ
ผ
৬
の
৬
員
の
給
༩
及
ͼ

ཱྀ
費
に
関
す
る
৚
ྫ
の
Ұ
෦
を

改
正
す
る
৚
ྫ

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定

議

Ҋ

৹

議

を
踏
ま
え
、
特
別
職
の
期
末
手

当
の
年
間
支
給
月
数
に
つ
い

て
、
一
般
職
の
職
員
と
の
均
衡

を
図
る
た
め
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̐
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

栄
町
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
険
੫
৚
ྫ

の
Ұ
෦
を
改
正
す
る
৚
ྫ

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
伴

う
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
を

踏
ま
え
、
国
民
健
康
保
険
税
の

う
ち
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を
同

施
行
令
に
定
め
る
法
定
課
税
限

度
額
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̑
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

栄
町
中
খ
ا
業
資
金
༥
資
৚

ྫ
の
Ұ
෦
を
改
正
す
る
৚
ྫ

　

産
業
競
争
力
強
化
法
の
改
正

に
伴
い
、
条
例
中
で
引
用
す
る

同
法
の
規
定
の
条
項
名
に
つ
い

て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̒
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ૌ
͑
の
提
ى
に
ͭ
͍
て

　

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
消
防

救
急
無
線
装
置
購
入
に
あ
た
り

行
わ
れ
た
談
合
に
よ
り
損
害
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
賠
償

請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̓
߸　
　
　

ࢍ
成
ଟ
数

　

ྩ
࿨
̒
年
度
栄
町
Ұ
ൠ
会
計

補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̔
߸
Ờ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
５
，
６
２
９
万
円
を

増
額
し
、
総
額
87
億
８
，

１
７
７
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

年
後
見
直
し
を
機
に
、
特
定
商

取
引
法
の
抜
本
的
改
正
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
消
費
者
の
安
心
安
全
な
生

活
を
確
保
す
る
た
め
請
願
書
を

提
出
す
る
も
の
で
す
。

発
議
Ҋ
ୈ
̍
߸　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ಛ
定
঎
औ
Ҿ
法
平
成
28
年
改

正
に
お
͚
る
̑
年
ޙ
見
௚
し
に

ج
ͮ
͘
同
法
の
ൈ
ຊ
త
改
正
を

求
Ί
る
意
見
書

　

超
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
高

齢
者
が
悪
質
商
法
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
さ
れ
な
い
よ
う
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
取

引
）
の
若
者
を
狙
っ
た
被
害
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
国

に
対
し
特
定
商
取
引
に
関
す
る

法
律
の
改
正
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。໺

平　

܆

問　

খ
・
中
ֶ
ߍ
ڭ
৬
員
の
ۈ

຿
ঢ়
گ
に
ͭ
͍
て
は
ỏ
Ҏ
前
よ

Γ
ૣ
ே
か
ら
ਂ
໷
ま
で
ա
ࠅ
な

ۈ
຿
実
ଶ
が
問
୊
ࢹ
͞
れ
て
き

て
͍
る
が
ỏ
શ
生
ె
児
童
へ
の

タ
ブ
Ϩ
ỽ
τ
の
഑
෍
΍
̙
̭
Խ

の
ਪ
ਐ
に
よ
Γ
ڭ
৬
員
の
ۈ
຿

ঢ়
ଶ
に
ม
Խ
は
あ
ỳ
た
か
Ố

౴　

校
務
が
Ｄ
Ｘ
化
さ
れ
る
以

前
は
、
各
教
職
員
が
様
々
な
学

習
場
面
で
の
評
価
を
児
童
生
徒

名
簿
に
記
録
し
、
数
値
化
等
し

ொ
੓
の
こ
こ
͕
஌
Γ
ͨ
͍

　
　

Ұ  

ൠ  

࣭  

問

খ
・
中
ֶ
ߍ
ڭ
৬
員
の
ۈ
຿

ঢ়
گ
に
ͭ
͍
て
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の
検
討
の
場
を
設
置
し
て
い

く
。

間
⅖　

ਅ
Ұ

問　

̙
̭
Խ
に
伴
͍
ỏ
タ
ブ
Ϩ

ỽ
τ
ͱ
ڭ
Պ
書
を
ஔ
͘
ֶ
श
ص

が
ڱ
͘
な
ỳ
て
お
Γ
ỏ
҆
৯
୆

খ
ֶ
ߍ
で
ς
ス
τ
త
に
ແ
ྉ
α

ϯ
ϓ
ϧ
の
ି
༩
を
実
施
し
て
͍

た
ֶ
श
ص
用
の
֦
ு
൘
を
ỏ
ࠓ

ޙ
町
શ
ମ
ͱ
し
て
ಋ
入
す
る
見

込
み
΍
計
画
が
あ
る
の
か
を
࢕
う
Ố

౴　

学
習
机
用
天
板
拡
張
器
具

に
つ
い
て
は
、
安
食
台
小
学
校

が
地
域
の
方
か
ら
の
紹
介
を
受

け
、
学
校
が
独
自
で
テ
ス
ト
的

に
活
用
を
し
て
い
る
。
業
者
か

ら
41
台
の
器
具
が
貸
与
さ
れ
、

各
学
年
が
１
週
間
ず
つ
使
用
し

て
い
る
。
使
用
し
て
み
た
教
職

員
の
感
想
だ
が
、
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、「
机
が
広
く
な
り
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
教
科
書
や
ノ
ー

ト
、
資
料
を
置
い
て
も
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
学
習
に
取
り

組
み
や
す
く
な
っ
た
。」
や
「
端

部
に
立
ち
上
が
り
が
あ
る
の

で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
落
と
す
心

配
が
少
な
く
な
り
安
心
し
て
使

用
で
き
る
。」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
し
て
は
、

「
30
人
を
超
え
る
学
級
で
は
、

机
が
広
く
な
っ
た
分
教
室
が
狭

く
な
り
、
机
間
巡
視
、
指
導
が

し
に
く
く
な
っ
た
。」
や
「
机

が
重
く
な
っ
た
の
で
、
隊
形
を

変
え
た
り
、
掃
除
の
と
き
に
机

を
移
動
し
た
り
す
る
と
き
に
不

便
に
な
っ
た
。
特
に
低
学
年
の

児
童
に
は
大
変
だ
っ
た
。」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

今
後
、
安
食
台
小
学
校
の
様

子
や
児
童
の
感
想
、
周
辺
市
町

で
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
状

況
を
聴
き
取
り
な
が
ら
、
導
入

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

∁
ഡ　

ॳ
ࢬ

問　

ۭ
き
Ո
の
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
ͱ
ͦ

の
׆
用
΍
ޮ
Ռ
ỏ
ۭ
き
Ո
対
ࡦ

ಛ
ผ
ા
ஔ
法
改
正
の
ओ
な
内
容

及
ͼ
委
員
会
΍
協
議
会
の
໾
ׂ

ͱ
設
ஔ
༧
定
は
Ố
ۭ
き
Ո
の
利

׆
用
ଅ
ਐ
に
あ
た
Γ
ỏ
ए
者
が

住
み
΍
す
͍
؀
ڥ
を
整
͑
る
た

Ί
ỏ
市
֗
Խ
区
域
の
地
区
計
画

の
見
௚
し
を
ߦ
う
方
޲
か
Ố

౴　

空
き
家
調
査
で
は
、

３
１
３
件
を
空
き
家
の
可
能
性

が
高
い
物
件
と
し
て
特
定
し

た
。
地
区
別
に
は
、
安
食
地
区

が
最
も
多
く
１
１
１
件
、
次
い

で
安
食
台
地
区
の
45
件
、
竜
角

寺
台
地
区
の
44
件
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
所
有
者
に
対
す

る
意
向
調
査
か
ら
は
、
不
動
産

相
談
会
や
空
き
家
バ
ン
ク
に
興

味
が
あ
る
方
が
い
る
こ
と
の
把

握
が
で
き
、
活
用
で
き
る
制
度

の
案
内
を
郵
送
し
た
。

　

次
に
、
空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
等
の
「
活
用

の
拡
大
」、「
管
理
の
確
保
」、「
特

定
空
き
家
等
の
除
去
等
」
の
三

本
の
柱
で
、
総
合
的
に
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
と
し
改
正
し
た

も
の
で
あ
る
。「
管
理
の
確
保
」

に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
長

は
、
特
定
空
き
家
等
に
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
空
き
家
等
の
所
有

者
に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が

で
き
、
な
お
改
善
さ
れ
ず
、
特

定
空
き
家
等
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認

め
た
と
き
は
、
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
所
有
者
の
責
務
が
強
化
さ

れ
た
。

　

次
に
、
特
定
空
き
家
に
該
当

し
た
場
合
は
、
法
に
基
づ
く
措

置
を
行
う
こ
と
と
な
る
の
で
、

特
定
空
き
家
で
あ
る
の
か
否
か

を
判
定
す
る
機
関
と
し
て
「
特

定
空
き
家
等
判
定
委
員
会
」
を

設
置
し
、
特
定
空
き
家
に
対
す

る
助
言
・
指
導
等
の
措
置
に
向

け
手
続
き
を
行
な
う
も
の
で
あ

り
、
令
和
７
年
４
月
の
設
置
を

目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
空
き
家
対
策
協
議

会
」
は
、
判
定
委
員
会
で
疑
義

の
あ
っ
た
空
き
家
等
ま
た
は
特

定
空
き
家
に
対
し
て
行
政
代
執

行
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
対
策
協
議
会
の
多
角

的
な
意
見
を
聴
く
こ
と
を
想
定

し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
、
令
和
７
年
６
月
の
設

置
を
目
指
し
て
い
く
。

　

次
に
、
地
区
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
竜
角
寺

台
地
区
計
画
対
策
委
員
会
等
の

意
見
を
伺
っ
た
う
え
で
、
必
要

町
ຽ
が
҆
৺
҆
શ
で
฻
ら
せ

る
町
に
ͭ
͍
て

な
が
ら
成
績
の
処
理
を
行
い
、

学
習
成
績
補
助
簿
と
い
う
ク
ラ

ス
ご
と
の
一
覧
表
に
手
書
き
で

記
載
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
総

合
所
見
等
は
一
覧
表
に
手
書
き

で
記
載
を
し
た
り
、
別
の
デ
ー

タ
を
独
自
に
作
成
し
、
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
や
張
り
付
け
を
し
た

り
す
る
な
ど
時
間
と
手
間
が
か

か
る
業
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｘ
化
が
進
み
、
各
種
デ
ー

タ
は
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
入

力
す
る
こ
と
で
管
理
す
る
こ
と

が
で
き
、
点
検
や
修
正
が
容
易

に
な
り
、
時
間
的
な
短
縮
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

デ
ー
タ
上
で
確
認
・
点
検
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
推
進
す
る
こ
と
も
で

き
て
い
る
。

　

現
在
は
、
教
職
員
の
使
用
す

る
校
務
支
援
Ｐ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
を
可
能
と
す
る
環

境
設
定
変
更
を
実
施
し
、「
自

動
採
点
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
採
点
業
務
や
テ
ス
ト

の
分
析
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮

で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
」
や
「
授
業

準
備
の
時
間
」
の
確
保
が
さ
ら

に
推
進
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

ૣ
઒　

ٱ
ඒ
ࢠ

問　

ҩ
ྍ
ٕ
ज़
の
ਐ
า
に
伴
う

ҩ
ྍ
త
έ
Ξ
児
の
૿
加
を
എ
ܠ

に
ỏ
ҩ
ྍ
త
έ
Ξ
児
の
৺
਎
の

ঢ়
گ
౳
に
応
͡
た
ỏ
ద
੾
な
支

ԉ
を
受
͚
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
ͱ
が
ॏ
要
な
՝
୊
ͱ
な
ỳ
て

͍
る
Ố
ͦ
こ
で
ỏ
町
の
ҩ
ྍ
త

έ
Ξ
児
の
支
ԉ
の
औ
Γ
組
み
に

ͭ
͍
て
࢕
う
Ố

౴　

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に

は
、
病
院
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
学
校
な
ど
、
様
々
な
機

関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。
千
葉
県
に

は
、「
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
令
和
４
年
７
月

に
開
所
し
、
医
療
的
ケ
ア
児
と

そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談
支

援
、
及
び
医
療
的
ケ
ア
児
を
支

援
す
る
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
が
障
が
い
者
の
総

合
相
談
を
委
託
し
て
い
る
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
町
内
の

計
画
相
談
支
援
事
業
所
が
医
療

的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
て
い
る
。
な
お
、

町
の
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

令
和
５
年
度
に
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
開
始
し
、
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
と
、
看
護
職

員
に
よ
る
体
調
確
認
に
よ
っ
て

安
全
に
入
浴
で
き
る
環
境
を
提

供
し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子

ど
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
県
医
療
的
ケ
ア
児
等
支

援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
医
療
的

ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
し
、
勉
強
会
を
実
施

し
、
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実

に
努
め
、
関
係
者
に
よ
る
支
援

ҩ
ྍ
త
έ
Ξ
児
の
支
ԉ
に
ͭ

͍
て

খ
・
中
ֶ
ߍ
用
の
ֶ
श
ص
の
֦

ு
൘
の
ಋ
入
見
込
み
に
ͭ
͍
て

栄
町
の
ۭ
き
Ո
対
ࡦ
に
ͭ
͍
て
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そ
の
よ
う
な
状
況
を
可
能
な
限

り
解
消
し
、
学
校
の
負
担
増
や

教
職
員
の
過
重
労
働
等
に
な
ら

な
い
よ
う
人
材
を
発
掘
し
た

り
、
県
教
育
委
員
会
に
早
急
な

配
置
を
依
頼
し
た
り
す
る
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
が
、
教

員
不
足
は
教
育
界
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

Ԭ
෦　

ઍ
ܙ
ࢠ

問　

栄
町
は
ৗ
に
ܦ
ৗ
ऩ
支
ൺ

率
が
ߴ
͍
ঢ়
گ
が
ଓ
͍
て
お

Γ
ỏ
ٛ
຿
త
ܦ
費
を
আ
͍
た
ࣗ

༝
に
࢖
͑
る
お
金
が
গ
な
͍
Ố

ͦ
の
ࣗ
༝
に
࢖
͑
る
お
金
の
࢖

͍
ಓ
を
ਘ
Ͷ
る
Ố

౴　

予
算
を
決
め
る
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
は
、
栄
町
財
務
規
則
に

基
づ
き
、
国
や
県
等
の
情
勢
、

町
の
財
政
事
情
、
町
長
の
意
向

等
を
反
映
し
た
予
算
編
成
方
針

を
作
成
し
、
次
年
度
に
必
要
と

な
る
予
算
の
要
求
作
業
に
入
る

こ
と
と
な
る
。

　

各
課
か
ら
は
、
町
総
合
計
画

と
の
関
連
性
を
は
じ
め
、
事
業

の
費
用
対
効
果
や
優
位
度
の
高

い
補
助
金
等
の
財
源
、
町
民
か

ら
の
意
向
、
町
長
か
ら
の
指
示

等
、
様
々
な
視
点
で
検
討
し
た

結
果
と
し
て
予
算
要
求
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
を
行
い
つ
つ
、
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
し
た
上
で
、
最
終
的

に
町
長
の
査
定
を
受
け
、
議
会

へ
の
予
算
案
上
程
と
な
る
。

ͦ
こ
に
関
Θ
る
方
が
不
଍
し
て

͍
ま
す
が
ỏ
生
ె
の
ࢦ
ಋ
໘
΍

先
生
の
ա
ॏ
࿑
ಇ
の
現
ঢ়
Ố
栄

町
の
現
ঢ়
は
͍
か
が
で
あ
る
か
Ố

౴　

各
小
中
学
校
に
配
置
を
さ

れ
て
い
る
県
費
負
担
教
職
員

は
「
公
立
小
中
義
務
教
育
学
校

定
員
配
置
基
準
」
に
基
づ
い
て

配
置
さ
れ
、
こ
の
教
職
員
数
が

定
数
と
な
る
。
こ
の
他
に
、
各

学
校
の
状
況
や
課
題
を
解
消
す

る
た
め
に
「
加
配
教
員
」
が
配

置
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
る

一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

か
、
課
題
等
が
明
確
な
場
合

に
、
県
教
育
委
員
会
に
要
望
を

提
出
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
配
置
さ
れ
る

が
、
要
望
通
り
に
配
置
す
る
こ

と
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

栄
町
の
配
置
状
況
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
４
月
は
、
全

て
の
学
校
が
定
数
通
り
配
置
さ

れ
て
い
る
が
、
加
配
教
員
に
つ

い
て
は
、
要
望
を
し
た
数
の
配

置
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

校
長
先
生
が
授
業
を
指
導
し

た
り
、
職
員
室
に
誰
も
い
な
い

状
況
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
が
、
栄
町
に
お
い
て
は
、
職

員
室
に
誰
も
い
な
く
児
童
生
徒

が
不
安
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
、
年
度
途
中
か

ら
の
休
業
者
や
休
職
者
が
発
生

し
た
場
合
、
後
任
の
補
充
が
で

き
ず
校
内
の
人
材
を
フ
ル
に
活

用
し
、
対
応
す
る
状
況
が
生
じ

て
い
る
。

　

町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

ら
１
．
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

県
内
平
均
の
９
１
．
９
％
を
上

回
る
９
６
．
３
％
と
高
い
状
況

に
あ
り
、
県
内
の
町
村
で
は
一

番
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
借
金
に
あ
た
る
地
方

債
残
高
は
、
前
年
度
か
ら
５
億

３
，
８
０
６
万
４
千
円
減
少
し
、

61
億
３
，
２
４
４
万
３
千
円
と

な
っ
た
が
、
県
内
町
村
平
均

43
億
９
，
４
０
０
万
円
を
未
だ

上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
決
算
時
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
残
高
、
11
億
３
，

７
５
５
万
３
千
円
に
つ
い
て

も
、
県
内
町
村
平
均
12
億
９
，

４
０
０
万
円
と
比
較
し
て
少
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
は

い
る
も
の
の
、
経
常
的
な
収
入

に
対
し
、
町
の
人
口
が
急
増
し

た
時
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る

た
め
に
採
用
し
た
職
員
の
人
件

費
や
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
償

還
な
ど
公
債
費
の
支
出
の
割
合

が
高
い
状
況
が
今
後
も
続
く
と

予
想
さ
れ
る
。

　

健
全
な
財
政
運
営
と
い
う
点

で
は
、
毎
年
度
の
収
支
決
算
が

黒
字
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
が
、
町
が
自
由
に
使

え
る
財
源
が
限
ら
れ
て
い
る
意

味
で
、
財
政
が
厳
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

໺
　ޱ

理
ܙ

問　

現
在
ỏ
શ
ࠃ
త
に
ڭ
員
΍

栄
町
の
ࡒ
੓
で
な
ͥ
༷
ʑ
な

こ
ͱ
が
で
き
な
͍
ͱ
͍
う
ঢ়

گ
か
に
ͭ
͍
て

路
を
通
過
す
る
交
通
量
は
明
ら

か
に
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
ム
の
里

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
来
訪
者
の
増
加

が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
来
場
者
を
取
り
込
む

た
め
に
は
、
集
客
効
果
が
高
い

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

Ｐ
Ｒ
活
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
効
果
的
な
宣
伝
広
告
を

行
う
こ
と
で
、
来
場
者
及
び
ド

ラ
ム
の
里
全
体
の
売
上
げ
を
向

上
さ
せ
、
黒
字
化
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

ࡾ
Ӝ　

容
ࢠ

問　

11
݄
の
޿
報
͞
か
͑
で
ỏ

ྩ
࿨
̑
年
度
の
ܾ
ࢉ
は
ủ
Ұ
ൠ

会
計
΄
か
ỏ
̐
ಛ
ผ
会
計
の
શ

て
が
ࠇ
ࣈ
Ứ
ͱ
報
ࠂ
͞
れ
ま
し

た
Ố
で
は
ỏ
な
ͥ
栄
町
の
ࡒ
੓

は
ݫ
し
͍
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố

౴　

町
の
財
政
状
況
を
示
す
指

標
と
し
て
、
ま
ず
は
、
人
件
費

や
扶
助
費
、
補
助
費
等
の
経
常

的
な
経
費
が
、
町
税
や
地
方
交

付
税
等
の
経
常
的
収
入
に
ど
れ

だ
け
充
用
さ
れ
て
い
る
か
を
示

す
経
常
収
支
比
率
が
あ
る
。
こ

の
指
標
は
、
ポ
イ
ン
ト
が
低
い

ほ
ど
財
政
的
に
余
裕
が
あ
り
弾

力
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
、
逆

に
高
い
ほ
ど
自
由
度
が
少
な
く

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
令
和
５
年
度
決
算
に

お
け
る
同
比
率
は
、
前
年
度
か

が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

౉
ᬒ　

݈
Ұ

問　

υ
ラ
Ϝ
の
ཬ
の
෺
࢈
館
ỏ

Ϩ
ス
τ
ラ
ϯ
な
ど
ط
ଘ
施
設
を

中
৺
に
Ϧ
χ
ỿ
ー
Ξ
ϧ
޻
事
を

̒
ԯ
ԁ
の
༧
ࢉ
で
ߦ
͍
ỏ
ࠇ
ࣈ

Խ
の
計
画
を
ཱ
て
て
͍
る
Ố
Ϧ

χ
ỿ
ー
Ξ
ϧ
で
は
ັ
ྗ
あ
る
施

設
ͱ
͍
͑
ͣ
ỏ
དྷ
場
数
及
ͼ
ച

্
ߴ
の
ୡ
成
ỏ
ࠇ
ࣈ
Խ
は
実
現

で
き
な
͍
の
で
は
な
͍
か
Ố

౴　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て

は
、
県
道
成
田
安
食
線
バ
イ
パ

ス
か
ら
の
視
認
性
の
低
さ
や
、

直
売
所
の
売
り
場
面
積
や
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
狭
さ
等
の
課
題
の

解
決
や
駐
車
場
の
拡
張
、
房
総

の
む
ら
と
の
連
携
な
ど
に
よ

り
、
国
土
交
通
省
が
示
す
店
舗

施
設
が
無
い
道
の
駅
の
立
寄
り

率
10
％
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
房
総
の
む
ら
の
来
場

者
を
誘
客
で
き
る
よ
う
、
ド
ラ

ム
の
里
へ
の
動
線
を
強
調
し
た

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
設
置
や
樹
木

の
間
伐
を
実
施
し
、
ド
ラ
ム
の

里
に
自
然
と
足
が
向
く
よ
う
な

動
線
を
整
備
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
年
間
15
万
人
が
訪
れ
て
い

る
房
総
の
む
ら
の
来
場
者
を
ド

ラ
ム
の
里
に
立
ち
寄
る
環
境
を

整
備
す
る
。

　

な
お
、
県
道
鎌
ケ
谷
本
埜
線

バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
、
ド
ラ
ム
の
里
の
前
面
道

栄
町
の
খ
中
ֶ
ߍ
の
ڭ
員
不

଍
に
ͭ
͍
て

υ
ラ
Ϝ
の
ཬ
׆
性
Խ
計
画
の

方
޲
性
に
ͭ
͍
て

ٛ
຿
త
ܦ
費
を
আ
͍
た
お
金

の
࢖
͍
方
に
ͭ
͍
て



5 栄 町 議 会 だ よ り
　

な
お
、
今
年
度
か
ら
は
、
予

算
編
成
の
前
段
に
お
い
て
、
後

期
基
本
計
画
に
お
け
る
実
施
計

画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
作
業
と
し

て
、
計
画
年
度
に
捉
わ
れ
な
い

事
業
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
義
務
的
経
費
が
大
宗
を

占
め
る
中
で
あ
っ
て
も
、
計
画

と
予
算
の
効
率
的
な
連
動
を
図

る
こ
と
で
、
総
合
計
画
の
基
本

方
針
で
あ
る
「
町
民
が
希
望
を

も
て
る
町
」
を
目
指
し
て
い

る
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
方

針
に
お
い
て
も
、
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
、
栄
町

総
合
戦
略
に
基
づ
く
事
業
、
現

在
策
定
中
で
あ
る
こ
ど
も
ま
ん

な
か
計
画
に
基
づ
く
少
子
化
対

策
や
子
ど
も
子
育
て
施
策
の
充

実
、
更
に
は
地
域
産
業
の
活
性

化
、
定
住
・
移
住
に
係
る
各
事

業
、
防
災
減
災
や
Ｄ
Ｘ
関
連
な

ど
、
町
の
喫
緊
の
課
題
に
立
ち

向
か
う
事
業
に
重
点
的
に
予
算

を
配
分
す
る
こ
と
と
し
、
現

在
、
編
成
作
業
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ૣ
઒　

ٱ
ඒ
ࢠ

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

　

Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
の
実
施
に
つ
い
て

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の

　

回
収
に
つ
い
て

間
⅖　

ਅ
Ұ

・
令
和
６
年
度
か
ら
の
布
鎌
小

　

学
校
の
複
式
学
級
に
つ
い
て

౉
ᬒ　

݈
Ұ

・
日
医
大
へ
の
バ
ス
実
験
運
行

　

に
つ
い
て

・
心
も
体
も
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

ࡾ
Ӝ　

容
ࢠ

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

໺
　ޱ

理
ܙ

・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨

　

時
駐
車
場
の
造
成
工
事
の
土

　

砂
の
搬
入
に
つ
い
て

・
栄
町
の
浴
場
施
設
の
修
復
又

　

は
新
設
に
つ
い
て

　　

10
月
臨
時
会
が
10
月
16
日
に

招
集
さ
れ
、
３
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ủ
ࡒ
࢈
の
औ
ಘ
に
ͭ
͍
て
Ứ

　

令
和
６
年
度
に
購
入
し
た
小

学
校
教
師
用
教
科
書
等
に
つ

き
、
本
来
、
条
例
に
基
づ
き
、

予
定
価
格
が
７
０
０
万
円
以
上

の
動
産
の
買
入
れ
に
つ
い
て

は
、
契
約
前
に
議
会
の
議
決
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
手
続
き
を
経
ず
に

契
約
し
、
購
入
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
て

し
ま
い
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
、
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
し
、
再
発
防
止
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

ủ
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
に
ͭ

͍
て
Ứ

　

第
３
回
定
例
会
の
行
政
報
告

に
お
い
て
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か

宣
言
を
11
月
開
催
の
中
学
生
模

擬
議
会
に
て
行
う
予
定
と
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
現
在
策
定
を

進
め
て
い
る
「
栄
町
こ
ど
も
計

画
」
の
策
定
作
業
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
令
和
７
年
３
月
に
延
期

し
宣
言
し
ま
す
。

ủ
栄
町
૯
合
๷
ࡂ
܇
࿅
に
ͭ
͍

て
Ứ

　

10
月
６
日
に
栄
町
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

布
鎌
小
学
校
の
訓
練
に
は
、

消
防
団
女
性
部
、
災
害
対
策
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
消
防
職

員
の
指
導
の
下
、
避
難
所
設

営
、
応
急
救
護
、
消
火
器
取
扱

及
び
炊
き
出
し
訓
練
の
ほ
か
、

長
門
川
水
道
企
業
団
に
よ
る
給

水
支
援
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
食
台
小
学
校
で
は
、
避
難

所
運
営
委
員
会
に
よ
る
支
援
物

資
の
配
送
訓
練
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
開
設
・
運
営
訓
練
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
竜
角
寺
台
地

区
に
お
い
て
も
安
否
確
認
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
酒
直
小
学
校
や
竜

角
寺
台
小
学
校
な
ど
で
も
、
関

係
自
治
会
と
調
整
し
て
訓
練
を

行
う
な
ど
、
大
規
模
災
害
時
の

避
難
所
の
設
置
・
運
営
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ủ
҆
৯
Ӻ
イ
ϧ
ϛ
ω
ー
γ
ἀ
ϯ

に
ͭ
͍
て
Ứ

　

11
月
23
日
、
夕
方
５
時
か
ら

点
灯
式
を
開
催
し
、
令
和
７
年

の
２
月
末
ま
で
の
期
間
実
施
し

ま
す
。

※
こ
の
行
政
報
告
は
、	

10
月

　

16
日


に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

　

現
時
点
の
状
況
と
は
異
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

議
Ҋ
ୈ
̍
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ઐ
ܾ
ॲ
෼
を
報
ࠂ
し
ঝ
認
を

求
Ί
る
こ
ͱ
に
ͭ
͍
て

　

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
係
る
予
算
執
行
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
栄
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た

の
で
、
議
会
に
報
告
し
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̎
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ྩ
࿨
̒
年
度
栄
町
Ұ
ൠ
会
計

補
正
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̓
߸
Ờ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
６
４
万
円
を
増
額
し
、
総
額

85
億
２
，
５
４
８
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
に

よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、

施
設
維
持
管
理
事
業
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

議
Ҋ
ୈ
̏
߸　
　
　

શ
員
ࢍ
成

　

ࡒ
࢈
の
औ
ಘ
に
ͭ
͍
て
ớ
௥

認
Ờ

　

町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規

定
に
よ
る
議
会
の
議
決
を
経
ず

に
教
師
用
の
教
科
書
及
び
指
導

書
を
取
得
し
た
た
め
、
当
該
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

ͦ
の
他
の
Ұ
ൠ
࣭
問

者　栄町議会だよりฤू委員会ߦൃ
　　　　໺田ହത（委員長）、早઒ٱඒ子（෭委
　　　　員長）、大໺信正、新井ໜඒ、໺ฏ܆、　
　　　　Ԭ部千ܙ子
࿈བྷઌ　栄町議会事務局
　　　　栄町安食台一ஸ໨２番
　　　　 33-7715　 95-4274
　　　　　 gikai@town.sakae.chiba.jp
３月定例会は、３月̐日 ʙ 14 日㈮までを予定しています。
※੥願書及び௠情書については、議会ӡ営委員会の৹ࠪを受け
　ることをݪଇとしているため、２月 21 日㈮必着で提出くだ
　さるようお願いいたします。また、会議のৄ細につきまして
　は、今後発行される会議࿥または町議会ホームϖーδをごཡ
　ください。

ฤ
集
ޙ
ه

　

令
和
６
年
最
終
12
月
議
会
の

一
般
質
問
者
は
、
８
人
中
６
人

が
新
人
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
教
育
関
連
・
ド
ラ
ム

の
里
活
性
化
計
画
・
財
政
状

況
・
臨
時
駐
車
場
造
成
工
事
・

町
予
算
決
算
等
の
質
問
と
な

り
、
傍
聴
者
も
新
人
議
員
に
対

し
て
の
期
待
感
も
あ
っ
て
か
、

前
年
同
時
期
（
６
月
～
12
月
）

の
傍
聴
者
数
は
84
人
で
し
た

が
、
今
年
は
１
４
１
人
と
前
年

比
１
６
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
心
度
ア
ッ
プ
に
向

け
議
員
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　

େ
໺
৴
正

ྩ
࿨
̒
年
ୈ
̏
ճ
ྟ
時
会

ڮ
ຊ
町
長
の
ߦ
੓
報
ࠂ

議

Ҋ

৹

議



24令和７年２月 １日 　

栄
町
ೋ
े
ࡀ
の
ू
い
実
行
委
員
長
の

Տ
内
ᠳ
さ
ん
が
、「
ࢲ
た
ち
は
こ
れ
か

ら
ࣾ
会
と
い
う
ߥ
೾
に
、
ඈ
び
ࠐ
ん
で

い
か
な
け
れ
͹
な
り
ま
ͤ
ん
。
৐
り
ӽ

え
ら
れ
な
い
น
が
ݱ
れ
た
࣌
、
஥
ؒ
を

པ
ỳ
て
Έ
て
く
だ
さ
い
。」
と
༑
人
の

大
੾
さ
を
ड़
΂
ま
し
た
。

　栄町ೋ十歳の集い実行ҕ員会のاըによる中学校時代のなつかしい写ਅのスライドγϣーやインタ
ビϡーاըなどで大いに੝り上がりました。
　下総栄ଠޑによる祝いଠޑや੨少年૬ஊ員連བྷ協議会によるバルーンのフΥトスポットのઃ営、ண
付けアドバイβーのご協力を௖き੝大に開催することができました。ଟくの皆様に感ँ申し上げます。

写ਅ提ڙ：有限会社ώΨサ
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